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(57)【要約】
【課題】干渉インジケータのシグナリングサイズを減少
させる。
【解決手段】基地局は、干渉過負荷インジケータ生成制
御サブシステム（１０００）、干渉過負荷インジケータ
生成サブシステム（２０００）、および受送信サブシス
テム（３０００）を含む。干渉過負荷インジケータ生成
制御サブシステム（１０００）は、干渉インジケータの
生成開始条件が満たされているか否かを判断し、該条件
が満たされる場合のみに、干渉過負荷インジケータ生成
サブシステム（２０００）を起動させる。これにより、
干渉インジケータのシグナリングサイズを減少させるこ
とができる。シグナリングサイズを更に減少させるため
、差分コーディング、状態コーディング、ビットマップ
などの方法で、干渉インジケータのシグナリングを生成
して送信する。本発明によると、干渉インジケータの生
成制御メカニズムが比較的に簡単であり、干渉インジケ
ータのシグナリングサイズが小さい。
【選択図】図２Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アップリンク周波数分割多重送信用のセル方式通信システムに用いられる干渉過負荷イ
ンジケータ生成装置であって、
　アップリンクデータの伝送に用いられる周波数スペクトルリソースブロックのそれぞれ
における干渉過負荷コードを生成する第１の生成ユニットと、
　上記生成された干渉過負荷コードに基づいて、干渉過負荷インジケータを生成する第２
の生成ユニットとを含むことを特徴とする干渉過負荷インジケータ生成装置。
【請求項２】
　上記第１の生成が生成する干渉過負荷コードは、低干渉過負荷、中干渉過負荷、高干渉
過負荷を表すコードを含むことを特徴とする請求項１に記載の干渉過負荷インジケータ生
成装置。
【請求項３】
　上記第２の生成ユニットは、周波数スペクトルリソースブロックの順序に従って、相応
する干渉過負荷コードを順次にカスケーディングして、上記干渉過負荷インジケータを生
成することを特徴とする請求項１に記載の干渉過負荷インジケータ生成装置。
【請求項４】
　アップリンク周波数分割多重送信用のセル方式通信システムに用いられる干渉過負荷イ
ンジケータ生成方法であって、
　アップリンクデータの伝送に用いられる周波数スペクトルリソースブロックのそれぞれ
における干渉過負荷コードを生成する第１の生成ステップと、
　上記生成された干渉過負荷コードに基づいて、干渉過負荷インジケータを生成する第２
の生成ステップとを含むことを特徴とする干渉過負荷インジケータ生成方法。
【請求項５】
　アップリンク周波数分割多重送信用のセル方式通信システムに用いられる基地局装置で
あって、
　アップリンクデータの伝送に用いられる周波数スペクトルリソースブロックのそれぞれ
における干渉過負荷コードを生成する第１の生成ユニットと、
　上記生成された干渉過負荷コードに基づいて、干渉過負荷インジケータを生成する第２
の生成ユニットと、
　上記生成された干渉過負荷インジケータを他の基地局装置に送信する送信ユニットとを
備えることを特徴とする基地局装置。
【請求項６】
　上記第１の生成ユニットが生成する干渉過負荷コードは、低干渉過負荷、中干渉過負荷
、高干渉過負荷を表すコードを含むことを特徴とする請求項５に記載の基地局装置。
【請求項７】
　上記第２の生成ユニットは、周波数スペクトルリソースブロックの順序に従って、相応
する干渉過負荷コードを順次にカスケーディングして、上記干渉過負荷インジケータを生
成することを特徴とする請求項５に記載の基地局装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信技術分野におけるアップリンク干渉過負荷インジケータの生成制御メカ
ニズムおよびシグナリング（指令）の設計に関し、特に、アップリンク周波数分割多重送
信（ＦＤＭＡ）のセル方式通信システムに用いられる干渉過負荷インジケータ生成装置、
干渉過負荷インジケータ生成方法、および基地局装置に関するものである。本発明におい
て、干渉過負荷インジケータの生成制御方法（メカニズム）およびシグナリング（生成制
御方法）、並びに該方法を用いた基地局について詳細に説明する。
【背景技術】
【０００２】
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　３ＧＰＰ（the 3rd GenerationPartner Project）組織は、移動通信分野の国際組織で
あり、３Ｇセル方式の通信技術の標準化において重要な役割を演じている。３ＧＰＰ第６
版の標準規格には、ＨＳＵＰＡ（High-Speed Uplink Packet Access）技術が取り入れら
れている。該ＨＳＵＰＡ技術は、ＯＦＤＭＡ（Orthogonal Frequency Division Multiple
 Access）技術に基づき、基地局で高速アップリンクスケジューリング技術を運用するこ
とにより、複数のユーザ機器がデータをアップリンク送信する場合において、それぞれの
ユーザ機器が異なる周波数スペクトルリソースを使用させることができる。ここで、ＯＦ
ＤＭＡ技術は、ＦＤＭＡ（Frequency Division Multiple Access）技術に属する。３ＧＰ
Ｐ組織は、ＨＳＵＰＡの関連標準を制定すると同時に、２００４年の下半期からＥＵＴＲ
Ａ（Evolved UMTS Terrestrial Radio Access）とＥＵＴＲＡＮ（Evolved UMTS Terrestr
ial Radio Access Network）の設計を始めた。これは、ＬＴＥ（Long Term Evolution）
プロジェクトとも称される。ＬＴＥシステムは、ＳＣ－ＯＦＤＭＡ（SC-Orthogonal Freq
uency Division Multiple Access）技術、および基地局における高速リソーススケジュー
リング技術を使用する。ここで、ＳＣ－ＯＦＤＭＡ技術もＯＦＤＭＡ技術に属する。
【０００３】
　一方、ＬＴＥシステムにおいて、基地局の周波数領域におけるスケジューリングにより
、セル方式システムのサブゾーン内の干渉は除去されるが、サブゾーン間の干渉は依然と
して存在する。セル方式のシステムでは、一般的に、サービスエリアがいくつかの正六角
形のサブゾーンに分割される。アップリンクセル方式システムにおいて、サブゾーンの基
地局は、ユーザ機器にアップリンクの無線リソース（以下、リソースと略する）を割り当
てる。リソースは、一般的に、タイムスロットリソースまたは周波数スペクトルリソース
を含んでおり、場合によってコードワードリソースなどを含むこともある。実際のシステ
ムにおいては、リソース全体がすべてのセルに多重に使われているため、２つの隣接する
セルにおける２つのユーザ機器が同一のリソースに割り当てられた場合、該２つのユーザ
機器には、同一チャネル干渉が生ずる。このような干渉は、上述した２つのユーザ機器が
両方ともセルの境界（セルエッジ）に位置されている場合により顕著になる。そのため、
係る干渉を調和する方法によって、ユーザ機器間の同一チャネル干渉を減少させることが
求められる。
【０００４】
　以下の技術文献には、アップリンクＦＤＭＡセル方式システムに対し、主に干渉インジ
ケート方法を使用してセル間の干渉を減少させる技術が開示されている。
【０００５】
　（１）周波数バンド（Frequency Band）に基づく干渉過負荷インジケート方法
　基地局は、周波数バンドを単位として、リソースが隣の基地局内のユーザ機器から受け
る干渉の強度を測量して、干渉が一定のしきい値を上回る場合、基地局に干渉の過負荷に
発生していると判断する。基地局は、バックグラウンド通信方式により、トリガ方式で隣
接する基地局に全方向的に干渉過負荷インジケータを送信する。該インジケータは、周波
数バンドをレポート単位とし、それぞれの周波数バンドについて、干渉が過負荷であるか
否かを明示する。干渉過負荷インジケータを受け取った基地局は、過去の一定の時間内の
リソース使用状況を確認し、干渉過負荷インジケータに対応する周波数バンドを使用した
ことがあるユーザ機器に対して、送信電力（発射するパワー）を低下するか、または、リ
ソースの割り当て（リソースのスケジューリング）を変更するなどの措置を行って、干渉
を低減（調和）する。周波数バンドに基づく干渉過負荷インジケート方法は、簡単で融通
性がよく、干渉のレスポンスが早い（非特許文献１を参照）。
【０００６】
　（２）干渉過負荷インジケータの生成制御メカニズム。
【０００７】
　典型的な生成制御メカニズムは、周波数バンドにおける干渉がしきい値を上回ること、
システム帯域幅（例えば、２０ＭＨｚ、１０ＭＨｚ、５ＭＨｚなどの基地局のシステム帯
域幅）全体における平均の干渉が相対的に大きく変化すること、アップリンクデータのサ
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ービス品質は悪いこと、セルの負荷状態が相対的に大きく変化すること、および干渉過負
荷インジケータを長時間発送していないことなどを含む（非特許文献２を参照）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００８】
【非特許文献１】３ＧＰＰ，Ｒ１-０７４８９１，「Uplink ICIC and usage of OI for o
verload coordination」，Nokia Siemens Networks，Nokia（November 5～9，2007）
【非特許文献２】３ＧＰＰ，Ｒ１-０８０７５１，「Uplink Inter-Cell Power Control：
X2 Messages」，Motorola（February 11～15，2008）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、方法（１）による干渉過負荷インジケータの生成制御メカニズムは、基
地局間で比較的に頻繁に干渉過負荷インジケータが送信されることになり、かつ、該方法
において、シグナリングサイズ（オーバーヘッド）は相対的に大きい。方法（２）では、
いくつかの干渉過負荷インジケータの生成制御メカニズムを提供されているが、干渉過負
荷インジケータのシグナリングについて論述していない。
【００１０】
　本発明は、干渉インジケータの生成制御メカニズムがあまり合理的ではなく、干渉イン
ジケータのシグナリングのサイズが相対的に大きいといった従来技術の問題に鑑みてなさ
れたものであり、アップリンクＦＤＭＡセル方式システムの干渉インジケータの生成制御
メカニズムおよびシグナリングの方法、並びに該方法を使用する基地局を提供することを
目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の第１方案によると、アップリンク周波数分割多重送信用のセル方式通信システ
ムに用いられる干渉過負荷インジケータ生成装置であって、アップリンクデータの伝送に
用いられる周波数スペクトルリソースブロックのそれぞれにおける干渉過負荷コードを生
成する第１の生成ユニットと、
　上記生成された干渉過負荷コードに基づいて、干渉過負荷インジケータを生成する第２
の生成ユニットとを含むことを特徴とする干渉過負荷インジケータ生成装置を提供する。
ここでのコードとは、符号、またはデータシーケンスなどデータビット系列、またはデー
タビットを指す。
【００１２】
　好ましいのは、上記第１の生成が生成する干渉過負荷コードは、低干渉過負荷、中干渉
過負荷、高干渉過負荷を表すコードを含むことである。
【００１３】
　好ましいのは、上記第２の生成ユニットは、周波数スペクトルリソースブロックの順序
に従って、相応する干渉過負荷コードを順次にカスケーディングして、上記干渉過負荷イ
ンジケータを生成することである。
【００１４】
　また、本発明の第２方案によると、アップリンク周波数分割多重送信用のセル方式通信
システムに用いられる干渉過負荷インジケータ生成方法であって、アップリンクデータの
伝送に用いられる周波数スペクトルリソースブロックのそれぞれにおける干渉過負荷コー
ドを生成する第１の生成ステップと、上記生成された干渉過負荷コードに基づいて、干渉
過負荷インジケータを生成する第２の生成ステップとを含むことを特徴とする干渉過負荷
インジケータ生成方法を提供する。
【００１５】
　また、本発明によると、アップリンク周波数分割多重送信用のセル方式通信システムに
用いられる基地局装置であって、アップリンクデータの伝送に用いられる周波数スペクト
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ルリソースブロックのそれぞれにおける干渉過負荷コードを生成する第１の生成ユニット
と、上記生成された干渉過負荷コードに基づいて、干渉過負荷インジケータを生成する第
２の生成ユニットと、上記生成された干渉過負荷インジケータを他の基地局装置に送信す
る送信ユニットとを備えることを特徴とする基地局装置を提供する。
【００１６】
　好ましいのは、上記第１の生成ユニットが生成する干渉過負荷コードは、低干渉過負荷
、中干渉過負荷、高干渉過負荷を表すコードを含むことである。
【００１７】
　好ましいのは、上記第２の生成ユニットは、周波数スペクトルリソースブロックの順序
に従って、相応する干渉過負荷コードを順次にカスケーディングして、上記干渉過負荷イ
ンジケータを生成することである。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明は、アップリンクＦＤＭＡセル方式システムの干渉インジケータの生成制御メカ
ニズムとシグナリングを実現する方法、および該方法を使用する基地局を提供する。該方
法において、まず、基地局は干渉インジケータの生成開始条件を満たしているか否かを判
断し、次いで、条件が満たされる場合のみに干渉インジケータの生成が開始され、これに
より、干渉インジケータのシグナリングサイズを減少させる。また、シグナリングサイズ
を更に減少させるため、差分コーディング、状態コーディングおよびビットマップなどの
方法を用いて、干渉インジケータのシグナリングを送信する。本発明によると、干渉イン
ジケータの生成制御メカニズムは比較的に簡単になり、干渉インジケータのシグナリング
サイズが小さくなる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
　以下に、添付した図面に基づいて、本発明の好ましい実施例について説明する。これに
より、本発明の上述の目的、特徴および長所がより明瞭になる。
【図１】マルチセル方式通信システムの概略図である。
【図２Ａ】本発明による基地局のブロック図である。
【図２Ｂ】本発明による干渉過負荷インジケータの生成制御方法の流れ図である。
【図２Ｃ】本発明による干渉過負荷インジケータ生成方法の流れ図である。
【図３】本発明の実施例で使用した干渉過負荷シーン１の概略図である。
【図４】本発明の実施例で使用した干渉過負荷シーン２の概略図である。
【図５】基地局が干渉過負荷インジケータのシグナリングを生成する実施例１に係る概略
図である。
【図６】基地局が干渉過負荷インジケータのシグナリングを生成する実施例２に係る概略
図である。
【図７】基地局が干渉過負荷インジケータのシグナリングを生成する実施例３に係る概略
図である。
【図８】基地局が干渉過負荷インジケータのシグナリングを生成する実施例４に係る概略
図である。
【図９】基地局が干渉過負荷インジケータのシグナリングを生成する実施例５に係る概略
図である。
【図１０】基地局が干渉過負荷インジケータのシグナリングを生成する実施例６に係る概
略図である。
【図１１】基地局が干渉過負荷インジケータのシグナリングを生成する実施例７に係る概
略図である。
【図１２】基地局が干渉過負荷インジケータのシグナリングを生成する実施例８に係る概
略図である。
【図１３】基地局が干渉過負荷インジケータのシグナリングを生成する実施例９に係る概
略図である。
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【図１４】基地局が干渉過負荷インジケータのシグナリングを生成する実施例１０に係る
概略図である。
【図１５】基地局が干渉過負荷インジケータのシグナリングを生成する実施例１１に係る
概略図である。
【図１６】基地局が干渉過負荷インジケータのシグナリングを生成する実施例１２に係る
概略図である。
【図１７】基地局が干渉過負荷インジケータのシグナリングを生成する実施例１３に係る
概略図である。
【図１８】基地局が干渉過負荷インジケータのシグナリングを生成する実施例１４に係る
概略図である。
【図１９】基地局が干渉過負荷インジケータのシグナリングを生成する実施例１５に係る
概略図である。
【図２０】基地局が干渉過負荷インジケータのシグナリングを生成する実施例１６に係る
概略図である。
【図２１】基地局が干渉過負荷インジケータのシグナリングを生成する実施例１７に係る
概略図である。
【図２２】基地局が干渉過負荷インジケータのシグナリングを生成する実施例１８に係る
概略図である。
【図２３】基地局が干渉過負荷インジケータのシグナリングを生成する実施例１９に係る
概略図である。
【図２４】基地局が干渉過負荷インジケータのシグナリングを生成する実施例２０に係る
概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下に、図面を参照しながら、本発明の好ましい実施例について詳細に説明する。なお
、本発明において必要でない細部および機能については、その説明を略して、本発明に対
する理解を混淆させることを避ける。
【００２１】
　また、本発明を実現するためのステップを詳細に説明するため、以下に、本発明の具体
的な実施例を提供する。これらの実施例は、アップリンクＬＴＥセル方式通信システムに
適用する。しかし、本発明は、これらの実施例に記載された応用に限定されず、その他の
通信システムにも適用可能である。
【００２２】
　図１は、マルチセル方式通信システムの概略図を示す。セル方式システムにおいて、サ
ービスエリアは、隣接している無線カバーエリアつまりセルに分割される。図１において
、セルは正六角形に描かれており、全体のサービスエリアはセル１００～１０４をつなぎ
合わせて形成される。基地局２００～２０４は、それぞれセル１００～１０４に対応する
。基地局２００～２０４は、それぞれ、１つの発信器、１つの受信器、および１つの基地
局制御ユニットを含む。これは、当分野で公知のものである。図１において、基地局２０
０～２０４は、それぞれ、セル１００～１０４における、ある領域に設置されており、全
方向性のアンテナが配備されている。しかし、セル方式通信システムのセルの配置におい
て、基地局２００～２０４に指向性アンテナに配備されて、セル１００～１０４の一部の
エリアを指向的にカバーすることもできる。該一部のエリアは、通常、セクターと称され
る。従って、図１におけるマルチセル方式通信システムの表示は、一例を示す目的でなさ
れたものであり、本発明のセル方式システムの実施において、上記の特定条件を必要とす
ることではない。
【００２３】
　図１において、基地局２００～２０４は、Ｘ２インターフェース３００～３０４を通じ
て互いに接続される。ＬＴＥシステムにおいて、基地局、無線ネット制御ユニット、およ
びコアネットの３層ノードネットワーク構成を、２層ノード構成に簡略化する。ここで、
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無線ネット制御ユニットの機能は、基地局に分けられ、基地局と基地局とは、「Ｘ２」と
呼ばれる有線インターフェースを通じて通信を行う。
【００２４】
　図１において、セル１００～１０４内にはいくつかのユーザ機器４００～４３０が配置
される。ユーザ機器４００～４３０のそれぞれは、１つの発信器、１つの受信器、および
１つの移動端末制御ユニットを備える。これは、本分野で公知のものである。ユーザ機器
４００～４３０は、各自がサービスを提供するサービス基地局（基地局２００～２０４の
いずれか１つ）を通じてセル方式通信システムに接続される。なお、図１にはユーザ機器
が１６個のみ示されているが、実際には、ユーザ機器の数はかなり多い。この意味から言
うと、図１におけるユーザ機器の記載は、説明の目的でなされたもののみであり、本発明
は、これに限られない。ユーザ機器４００～４３０は、それぞれ各自にサービスを提供す
る基地局２００～２０４を通じてセル方式の通信網に接続される。ここで、あるユーザ機
器に、直接、通信サービスを提供する基地局を、該ユーザ機器のサービス基地局と称し、
その他の基地局を、該ユーザ機器の非サービス基地局と称する。
【００２５】
　図２Ａは、本発明による基地局のブロック図である。
【００２６】
　図２Ａに示すように、本発明による基地局２００／２０２／２０４は、干渉過負荷イン
ジケータ生成制御サブシステム（干渉過負荷インジケータ生成制御装置）１０００、干渉
過負荷インジケータ生成サブシステム（干渉過負荷インジケータ生成装置）２０００、お
よび受送信サブシステム（受送信装置）３０００を含む。基地局２００／２０２／２０４
のそれぞれは、Ｘ２インターフェースを通じて互いに接続される。
【００２７】
　干渉過負荷インジケータ生成制御サブシステム１０００は、本発明における干渉過負荷
インジケータ生成制御装置に対応し、検出ユニット１０１０、比較ユニット１０２０、ト
リガユニット１０３０、およびタイマー１０４０を含む。
【００２８】
　検出ユニット１０１０は、システム干渉関連パラメータを検出する（ステップＳ４００
）。本発明において、上記システム干渉関連パラメータは、システム帯域幅における干渉
のレベルおよびシステムリソースの負荷率の少なくともいずれか、または、一部のシステ
ム帯域幅における干渉のレベルおよび一部のシステムリソースの負荷率の少なくともいず
れかを含む。しかし、これに限られない。
【００２９】
　比較ユニット１０２０は、上記システム干渉関連パラメータの検出値と予め設定された
しきい値とを比較する（ステップＳ４０２）。
【００３０】
　トリガユニット１０３０は、比較ユニット１０２０による結果に基づいて、本発明にお
ける干渉過負荷インジケータ生成サブシステム２０００を制御して動作させる（ステップ
Ｓ４０４）。
【００３１】
　タイマー１０４０は、システムタイムに対して計時を行うとともに、干渉過負荷インジ
ケータの送信タイミングを記憶する。この場合、上記システム干渉関連パラメータはシス
テムタイムとすることができ、上記予め設定されたしきい値は干渉過負荷インジケータの
送信タイミングとすることができる。システムタイムが干渉過負荷インジケータの送信タ
イミングに達したとき、トリガユニット１０３０は本発明による干渉過負荷インジケータ
生成サブシステム２０００を制御して動作させる。
【００３２】
　干渉過負荷インジケータ生成サブシステム２０００は、本発明における干渉過負荷イン
ジケータ生成装置に対応し、干渉過負荷レベル確定ユニット（確定ユニット）２０１０、
干渉過負荷レベルのコーディングユニット２０２０（第１の生成ユニット）、干渉過負荷
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インジケータ生成ユニット（第２の生成ユニット）２０３０、システム平均干渉レベル演
算ユニット２０１２、サブバンド区分ユニット２０２２、記憶装置（記憶ユニット）２０
２５、インデックスナンバー生成ユニット２０３２、およびビットマップ生成ユニット２
０３４を含む。
【００３３】
　干渉過負荷レベル確定ユニット２０１０は、予め設定した条件に基づいて、アップリン
クデータの伝送に用いられるそれぞれの周波数スペクトルリソースブロックにおける干渉
過負荷レベルを確定する（ステップＳ５００）。上記干渉過負荷レベルには複数のレベル
があり、上記確定ユニットは、上記予め設定された条件に基づいて、上記干渉過負荷レベ
ルを、上記複数のレベルのいずれか１つに確定する。本発明において、周波数スペクトル
リソースブロックにおける干渉雑音比のしきい値、干渉値のしきい値、サービス品質の満
足度のしきい値、負荷状態、受ける干渉の状況、および境界のユーザ数の少なくとも１つ
に基づいて、上記予め設定された条件を確定することができる。しかし、本発明はこれに
限られない。
【００３４】
　干渉過負荷レベルのコーディングユニット２０２０は、干渉過負荷レベル確定ユニット
２０１０が確定した周波数スペクトルリソースブロックのそれぞれにおける干渉過負荷レ
ベルに対して、コーディングまたは状態コーディングを行って、干渉過負荷コードまたは
干渉過負荷状態コードを生成する（ステップＳ５０５）。本発明には、多種のコーディン
グ方式と多種の状態コーティング方式が提供されている。
【００３５】
　具体的には、後述のステップＳ５０５を参照しながら詳細に説明する。コーディングを
行なう際、記憶装置２０２５に記憶されているコーディング／デコーディングテーブル、
差分コーディング／デコーディングテーブル、状態コーディング／デコーディングテーブ
ル、およびサブバンド区分ユニット２０２２によるサブバンド区分機能を利用することが
あるが、これらの機能および操作は必ずしも必要であるものではなく、本分野の当業者が
実情に合わせて、その他の適切な構成を使用することができる。従って、このような他の
適切な構成も、本発明の範囲内に含まれると理解すべきである。
【００３６】
　干渉過負荷インジケータ生成ユニット２０３０は、干渉過負荷レベルのコーディングユ
ニット２０２０によって生成された干渉過負荷コードまたは干渉過負荷状態コードに基づ
いて、干渉過負荷インジケータを生成し、これにより、該生成された干渉過負荷インジケ
ータがそれぞれの周波数スペクトルリソースブロックにおける干渉過負荷レベルを反映す
ることができる。本発明において、多種の干渉過負荷インジケータ生成処理が提供されて
いるが、後述のステップＳ５１０に基づいて詳細に説明する。
【００３７】
　干渉過負荷インジケータ生成処理の過程において、インデックスナンバー生成ユニット
２０３２により生成される周波数スペクトルリソースブロックのインデックスナンバーま
たはビットマップ生成ユニット２０３４により生成されるビットマップを利用することが
あるが、これらの機能および操作は必ずしも必要であるものではなく、本分野の当業者が
実情に合わせて、その他の適切な構成を使用することができる。従って、このような他の
適切な構成も、本発明の範囲内に含まれると理解すべきである。
【００３８】
　システム平均干渉レベル演算ユニット２０１２は、システム帯域幅における干渉過負荷
レベルを取得する。この場合、干渉過負荷レベルのコーディングユニット２０２０は、シ
ステム平均干渉レベル演算ユニット２０１２が取得した上記干渉過負荷レベルに対してコ
ーディングを行って、平均干渉過負荷コードを生成することができる。
【００３９】
　記憶装置２０２５は、干渉過負荷レベルのコーディングユニット２０２０がコーディン
グ操作を行うことに必要であるコーディング／デコーディングテーブル、差分コーディン
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グ／デコーディングテーブル、および状態コーディング／デコーディングテーブルの少な
くとも１つを記憶する。
【００４０】
　サブバンド区分ユニット２０２２は、すべての周波数スペクトルリソースブロックを複
数のサブバンドに区分する。本発明において、サブバンドの区分の仕方については、具体
的な限定を行なわない。すなわち、等しいサイズに区分してもよいし、ばらばらのサイズ
に区分してもよい。それぞれのサブバンドは、少なくとも１つの周波数スペクトルリソー
スブロックを含む。
【００４１】
　インデックスナンバー生成ユニット２０３２は、周波数スペクトルリソースブロックを
表す周波数スペクトルリソースブロックのインデックスナンバーを生成する。
【００４２】
　ビットマップ生成ユニット２０３４は、それぞれの周波数スペクトルリソースブロック
を表すビットマップを生成する。上記ビットマップにおいて、異なる干渉過負荷レベルを
有する周波数スペクトルリソースブロックのそれぞれを、異なるビット値「０」および「
１」を割り当てることによって区別する。具体的には、最も低い干渉過負荷レベルを有す
る周波数スペクトルリソースブロックと、最も低い干渉過負荷レベルを除いた干渉過負荷
レベルを有する周波数スペクトルリソースブロックとを区別するか、または、上記干渉過
負荷レベルより高い干渉過負荷レベルを有する周波数スペクトルリソースブロックと、そ
の他の干渉過負荷レベルを有する周波数スペクトルリソースブロックとを区別する。しか
し、本発明はこれに限られるものではなく、上記ビットマップを利用して、他の異なる属
性を有する周波数スペクトルリソースブロックを区別することもできる。
【００４３】
　受送信サブシステム３０００は、本発明の受送信装置に対応し、その他の基地局および
ユーザ機器の少なくともいずれかとの相互通信を行うことに用いられ、干渉過負荷インジ
ケータ生成制御サブシステム１０００および干渉過負荷インジケータ生成サブシステム２
０００へ、または、干渉過負荷インジケータ生成制御サブシステム１０００および干渉過
負荷インジケータ生成サブシステム２０００から通信データを発信および／または送信し
、かつ、上記干渉過負荷インジケータ生成サブシステム２０００により生成された干渉過
負荷インジケータを送信する。
【００４４】
　以上の記載では、基地局２００／２０２／２０４のブロック図を参照しながら、本発明
の基地局２００／２０２／２０４の構成に対応して概略的に説明した。しかし、本発明の
基地局は、上述した具体的な実施形態に限られず、上述したすべてのユニットモジュール
または一部の必須のユニットモジュールのみを含むことができ、あるいは、上述したユニ
ットモジュールに対して更なる組み合わせおよび／または分割を行うこともできる。また
、本発明の基地局におけるそれぞれのユニットモジュールは、ハードウェア、ファームウ
ェア、ソフトウェア、またはそれらの組み合わせにより実現することができる。ここでは
、その実現の方式について具体的な限定を行わない。
【００４５】
　図２Ｂは、本発明による干渉過負荷インジケータの生成制御方法の流れ図を示す。該方
法は、以下のステップを含む。
【００４６】
　ステップＳ４００：基地局は、システム干渉関連パラメータを検出する。本発明におい
て、上記システム干渉関連パラメータは、システム帯域幅における干渉のレベルおよびシ
ステムリソースの負荷率の少なくともいずれか、または、一部のシステム帯域幅における
干渉のレベルおよび一部のシステムリソースの負荷率の少なくともいずれかを含んでいる
が、これに限られない。
【００４７】
　ステップＳ４０２：基地局は、干渉過負荷インジケータの生成開始条件を満たすか否か
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を判断する。本発明において、全体のシステム帯域幅における干渉レベルＡがしきい値Ｋ
を上回ることを干渉過負荷インジケータの生成開始条件とすることができる。また、本発
明において、システムリソースの負荷率Ｂがしきい値Ｌを上回ることを干渉過負荷インジ
ケータの生成開始条件とすることもできる。
【００４８】
　好ましくは、基地局は全体のシステム帯域幅における干渉レベルＡを検出し、しきい値
Ｋと比較して、Ａ＞Ｋの場合、干渉過負荷インジケータの生成が開始され、そうでない場
合、干渉過負荷インジケータの生成が開始されない。上記システム帯域幅における干渉レ
ベルＡは、システム帯域幅における干渉出力密度値、システム帯域幅における干渉雑音比
、システム帯域幅における干渉出力密度の平均値、システム帯域幅における平均干渉雑音
比、またはシステム帯域幅における干渉のレベルを表示可能な他の量である。
【００４９】
　または、好ましくは、基地局がシステムの負荷状態を検出し、システムリソースの負荷
率をＢと仮定し、それとしきい値Ｌとを比較して、Ｂ＞Ｌの場合、干渉過負荷インジケー
タの生成が開始され、そうでない場合、干渉過負荷インジケータの生成が開始されない。
上記システムリソースの負荷率Ｂは、データ伝送チャネルリソースおよびコントロールシ
グナリングチャネルリソースの少なくともいずれかのリソースの占有率を含む。
【００５０】
　本明細書の具体的な実施形態の記載において、ＬＴＥシステムの具体的な配置を考慮す
る。３ＧＰＰ組織の資料であるTR 25.814 V1.5.0「Physical Layer Aspects for Evolved
 UTRA」、R1-063013「Approved minutes of 3GPP TSG RAN WG1 ＃46 in Tallinn」、およ
びR1-080631「Report of 3GPP TSG RAN WGl #5lbis v1.0.0」によると、帯域幅が２０Ｍ
ＨｚであるアップリンクＬＴＥシステムにおいて、周波数領域に１００個の周波数スペク
トルリソースブロックを有する。そのうちの４つの周波数スペクトルリソースブロックが
コントロールシグナリングに用いられると仮定する場合、残りの９６個の周波数スペクト
ルリソースブロックは、アップリンクデータの伝送に用いられ、それらを１～９６に番号
付けることができる。それぞれの周波数スペクトルリソースブロックに対して、１つの独
立した干渉過負荷インジケータと１つの強干渉インジケータとを有する。
【００５１】
　・それぞれの干渉過負荷インジケータは、さらに４つまたは３つのグレードに分けられ
る。つまり、無干渉過負荷レベル、低干渉過負荷レベル、中干渉過負荷レベル、および高
干渉過負荷レベルという４つのレベルに分けられるか、または、低干渉過負荷レベル、中
干渉過負荷レベル、および高干渉過負荷レベルという３つのレベルに分けられる。
【００５２】
　・強干渉インジケータは、ビットマップのシグナリングを使用して送信する。つまり、
長さが周波数スペクトルリソースブロックの数であるビットシリーズを使用して、周波数
スペクトルリソースブロックとマッピングする。これにより、それぞれの周波数スペクト
ルリソースブロックは、ビットシリーズの中の１ビットにより表示される。周波数スペク
トルリソースブロックが強干渉周波数スペクトルリソースブロックである場合、その相応
するビットを１と設定し、周波数スペクトルリソースブロックが強干渉周波数スペクトル
リソースブロックでない場合、その相応するビットを０と設定する。
【００５３】
　また、基地局間で、Ｘ２インターフェースを通じて干渉過負荷インジケータおよび強干
渉インジケータの少なくともいずれかを送信する頻度は、高くとも２０ｍｓに１回である
。ここで、上記パラメータの数値は本発明の応用を説明するために挙げた一例に過ぎず、
その数値を変更しても本発明は実施可能であることは言うまでもない。
【００５４】
　本実施例において、以下の５つの応用例を挙げられる。
【００５５】
　例１：図１に示すマルチセル方式システムにおいて、基地局２００について、２０ｍｓ
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ごとに、システム帯域幅における干渉出力密度ＰＩをシステム帯域幅における干渉レベル
Ａとし、しきい値Ｋと比較して、Ａ＞Ｋの場合、干渉過負荷インジケータの生成が開始さ
れ、そうでない場合、干渉過負荷インジケータの生成が開始されない。
【００５６】
　例２：図１に示すマルチセル方式システムにおいて、基地局２００について、２０ｍｓ
ごとに、ＰＩ’＝ＰＩ／ＰＮをシステム帯域幅における干渉レベルＡとする。ここで、Ｐ

Ｉは、システム帯域幅における干渉の出力密度値であり、ＰＮは、システム帯域幅におけ
る雑音の出力密度値である。Ａとしきい値Ｋとを比較して、Ａ＞Ｋの場合、干渉過負荷イ
ンジケータの生成が開始され、そうでない場合、干渉過負荷インジケータの生成が開始さ
れない。
【００５７】
　例３：図１に示すマルチセル方式システムにおいて、基地局２００について、２０ｍｓ
ごとに、システム帯域幅における平均干渉出力密度（数１）をシステム帯域幅における干
渉レベルＡとして、しきい値Ｋと比較する、ここで、ａ１～ａ９６は、それぞれ１～９６
番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉出力密度値である。Ａ＞Ｋの場合、干渉過
負荷インジケータの生成が開始され、そうでない場合、干渉過負荷インジケータの生成が
開始されない。
【００５８】
【数１】

【００５９】
　例４：図１に示すマルチセル方式システムにおいて、基地局２００について、２０ｍｓ
ごとに、平均干渉雑音比（数２）をシステム帯域幅における干渉レベルＡとして、しきい
値Ｋと比較する。ここで、ａ’ｉ＝ａｉ／ｎｉ、ａ’１～ａ’９６は、それぞれ１～９６
番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉雑音比であり、ａ１～ａ９６は、それぞれ
１～９６番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉出力密度値である。ｎｉは、番の
周波数スペクトルリソースブロックにおける雑音の出力密度値であり、ｉ＝１、２…、９
６である。Ａ＞Ｋのとき、干渉過負荷インジケータの生成が開始され、そうでない場合、
干渉過負荷インジケータの生成が開始されない。
【００６０】
【数２】

【００６１】
　例５：図１に示すマルチセル方式システムにおいて、基地局２００について、２０ｍｓ
ごとに、９６個の周波数スペクトルリソースブロックが使用される平均確率（数３）を、
システムリソースの負荷率Ｂとし、しきい値Ｌと比較する。ここで、ｂ１～ｂ９６は、そ
れぞれ１～９６番の周波数スペクトルリソースブロックが使用される確率である。Ｂ＞Ｌ
のとき、干渉過負荷インジケータの生成が開始され、そうでない場合、干渉過負荷インジ
ケータの生成が開始されない。
【００６２】
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【数３】

【００６３】
　ここで、上記の例１ないし例４は、本実施例のシステム帯域幅における干渉レベルＡに
ついて例示的に説明したが、これに限られるものでない。すなわち、本実施例において、
他の公式の形式でシステム帯域幅における干渉レベルＡを取得することもできる。同様に
、例５は、システムリソースの占有率Ｂについて説明したが、システムリソースの占有率
Ｂの実現は、例５の公式の形式に限られるものではない。すなわち、本実施例において、
他の公式の形式でシステムリソースの占有率Ｂを取得することもできる。
【００６４】
　また、例３ないし例５はいずれも、それぞれの周波数スペクトルリソースブロックに対
して分析を行うが、実際の応用においては、周波数スペクトルリソースブロックをグルー
プに分けて、グループを単位として分析することもできる。該方法の長所は、演算量が比
較的に少ないことにある。本実施例では、周波数スペクトルリソースブロックのグループ
に分けて実現する方式（つまり、一部のシステム帯域幅における干渉レベルおよび一部の
システムリソースの負荷率の少なくともいずれか）を使用することができる。すなわち、
周波数スペクトルリソースブロックのインデックスナンバー（数４）を、周波数スペクト
ルのリソースのグループのインデックスナンバー（数４）に取り替え、かつ、周波数スペ
クトルリソースのグループを等価の周波数スペクトルリソースブロックとすることで、例
３ないし例５は、依然として成立する。
【００６５】

【数４】

【００６６】
　また、該ステップにおいて、しきい値Ｋまたはしきい値Ｌがゼロである場合（この場合
、システムタイムと干渉過負荷インジケータの送信タイミングとの関係のみを考慮すれば
よい）、本発明は直接次のステップに入ることも許される。この場合、干渉過負荷インジ
ケータの生成制御メカニズムは存在せず、基地局は、干渉過負荷インジケータを送信可能
ないずれのタイミングでも干渉過負荷インジケータを送信することができる。
【００６７】
　ステップＳ４０４：基地局が干渉過負荷インジケータの生成開始条件が満たされている
ことを確定した場合、本発明による干渉過負荷インジケータ生成処理が起動される。
【００６８】
　図２Ｃは、本発明による干渉過負荷インジケータの生成方法の流れ図であり、具体的に
は、以下のステップを含む。
【００６９】
　ステップＳ５００：予め設定した条件に基づいて、アップリンクデータの伝送に用いら
れるそれぞれの周波数スペクトルリソースブロックにおける干渉過負荷レベルを確定する
。
【００７０】
　ステップＳ５０５：確定されたそれぞれの周波数スペクトルリソースブロックにおける
干渉過負荷レベルに対してコーディングまたは状態コーディングを行って、干渉過負荷コ
ードまたは干渉過負荷状態コードを生成する。
【００７１】
　ステップＳ５１０：生成された干渉過負荷コードまたは干渉過負荷状態コードに基づい
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て、干渉過負荷インジケータを生成する。これにより、該生成された干渉過負荷インジケ
ータがそれぞれの周波数スペクトルリソースブロックにおける干渉過負荷レベルを反映す
ることができるようになる。
【００７２】
　本実施例において、２０個の応用例が挙げられており、２つの干渉過負荷シーンが使用
される。上記干渉過負荷シーンの概略図は、それぞれ図３および図４示すとおりである。
【００７３】
　図３において、４つの干渉過負荷レベルがあり、かつ、干渉過負荷レベル（無干渉過負
荷レベル、低干渉過負荷レベル、中干渉過負荷レベル、高干渉過負荷レベル）を確定する
条件は、Ｃ０、Ｃ１、およびＣ２であると仮定する。Ｃ０を満たさないとき、「無干渉過
負荷」とし、Ｃ０は満たしているがＣ１を満たさないとき、「低干渉過負荷」とし、Ｃ１

を満たしているがＣ２を満たさないとき、「中干渉過負荷」とし、Ｃ２を満たすとき、「
高干渉過負荷」とする。図３において、Ｃ０は、周波数スペクトルリソースブロックにお
ける干渉雑音比が、しきい値ＫＬより大きいことであり、Ｃ１は、周波数スペクトルリソ
ースブロックにおける干渉雑音比が、しきい値ＫＭより大きいことであり、Ｃ２は、周波
数スペクトルリソースブロックにおける干渉雑音比が、しきい値ＫＨより大きいことであ
り、かつ、ＫＬ＜ＫＭ＜ＫＨという関係がある。ここで、干渉過負荷レベルを確定する条
件として干渉雑音比のしきい値を基準とするのは、複数のレベルの干渉過負荷を例示して
説明するためである。事実上、Ｃ０、Ｃ１、Ｃ２は、任意の条件（たとえば、干渉値のし
きい値、サービス品質の満足度のしきい値など）であってもよいが、Ｃｉ（ｉは条件の順
番である）の総数は、干渉過負荷レベルを１つに確定させるものでなければならない。
【００７４】
　ここで、Ｃｉを確定する方法としていろいろあるが、たとえば、上位のネットから基地
局に対して配置を行うときＣｉを確定することができ、または、それぞれの基地局にて自
局の状況（システムの負荷状態、受ける干渉の状況、境界のユーザ数などを含む）に従っ
てＣｉを確定することもできる。また、基地局同士は、Ｘ２インターフェースを通じて双
方のＣｉを相互に通知することもできる。これにより、基地局間において干渉過負荷レベ
ルの意味をより正確に理解することができる。もちろん、相互に通知しなくてもよいが、
この場合でも干渉過負荷インジケータを送信することが可能である。従って、図３におい
て、しきい値ＫＬ、ＫＭ、およびＫＨは、上位のネットにより配置されることができ、ま
たは、それぞれの基地局より単独で確定することもでき、Ｘ２インターフェースを通じて
基地局の間でＫＨ、ＫＬ、およびＫＭを相互に通知することができる。
【００７５】
　１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックを対象とする場合、それぞれの周波数
スペクトルリソースブロックにおける干渉雑音比とＫＬ、ＫＭ、ＫＨとの比較結果に基づ
いて、１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックにおける干渉過負荷レベルを取得
することができる。その結果は、「低、無、無、低、高、中、無、無、無、無」である（
「無」は「無干渉過負荷レベル」を意味し、「低」は「低干渉過負荷レベル」を意味し、
「中」は「中干渉過負荷レベル」を意味し、「高」は「高干渉過負荷レベル」を意味する
）（ステップＳ５００）。表１における干渉過負荷コーディングテーブルを利用して干渉
過負荷レベルに対するコーディングを行うことにより、１～１０番の周波数スペクトルリ
ソースブロックにおける干渉過負荷インジケータを取得することができる。その結果は、
０１、００、００、０１、１l、１０、００、００、００、００である（ステップＳ５０
５。以下に、実施例を参照しながら詳細に説明する）。
【００７６】
【表１】
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【００７７】
　ここで、表１に示す干渉過負荷コードは、干渉過負荷レベルと干渉過負荷コードとの間
のマッピングの一例にすぎず、実際に応用する際は、干渉過負荷レベルと干渉過負荷コー
ドとの間で１対１のマッピング関係を満たすならば、その他の干渉過負荷コードを利用す
ることもできる。この場合でも、本発明の実施は可能である。本実施例は、全ての干渉過
負荷レベルに対してコーディングを行なう、干渉レベルコーディングの実施例とみなすこ
とができる。
【００７８】
　図４において、３つの干渉過負荷レベルがあり（低干渉過負荷レベル、中干渉過負荷レ
ベル、高干渉過負荷レベル）、かつ、干渉過負荷レベルを決定するの条件はＣ１およびＣ

２であると仮定する。Ｃ１を満たさないとき、「低干渉過負荷」とし、Ｃ１を満たしてい
るがＣ２を満たさないとき、「中干渉過負荷」とし、Ｃ２を満たすとき、「高干渉過負荷
」とする。図４において、Ｃ１は、周波数スペクトルリソースブロックにおける干渉雑音
比がしきい値ＫＭより大きいことであり、Ｃ２は、周波数スペクトルリソースブロックに
おける干渉雑音比がしきい値ＫＨより大きいことであり、かつ、ＫＭ＜ＫＨという関係が
ある。ここで、干渉雑音比のしきい値を干渉過負荷レベルを確定する条件とするのは、複
数のレベルの干渉過負荷を例示的に説明するのみである。事実上、Ｃ１およびＣ２は、任
意の条件であってよい（たとえば、干渉値のしきい値、サービス品質の満足度のしきい値
など）。しかし、Ｃｉ（ｉは条件の順番である）の総数は、干渉過負荷レベルを１つに確
定させるものでなければならない。
【００７９】
　ここで、Ｃｉを確定する方法としていろいろあるが、上位のネットから基地局に対して
配置を行うときＣｉを確定することができ、または、それぞれの基地局にて自局の状況（
システムの負荷状態、受ける干渉の状況、境界のユーザ数などを含む）に従ってＣｉを確
定することもできる。また、基地局の間は、Ｘ２インターフェースを通じて双方のＣｉを
相互に通知することもできる。これにより、基地局の間で干渉過負荷レベルの意味につい
てより正確に理解することができる。もちろん、相互に通知しなくてもよいが、この場合
も干渉過負荷インジケータの送信が可能である。従って、図４において、しきい値ＫＭと
ＫＨは上位のネットにより配置されることができ、または、それぞれの基地局より単独で
確定することもでき、Ｘ２インターフェースを通じて基地局間でＫＭおよびＫＨを相互に
通知することもできる。
【００８０】
　１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックを対象とする場合、それぞれの周波数
スペクトルリソースブロックにおける干渉雑音比とＫＭ、ＫＨとの比較結果によって、１
～１０番の周波数スペクトルリソースブロックにおける干渉過負荷レベルを取得すること
ができる。その結果は、「中、低、低、中、高、中、低、低、低、低」である（「低」は
「低干渉過負荷レベル」を意味し、「中」は「中干渉過負荷レベル」を意味し、「高」は
「高干渉過負荷レベル」を意味する）（ステップＳ５００）。表２における干渉過負荷コ
ーディングテーブルを利用して干渉過負荷レベルに対しコーディングを行うことにより、
１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックにおける干渉過負荷インジケータを得る
ことができる。その結果は、１０、０１、０１、１０、１１、１０、０１、０１、０１、
０１である（ステップＳ５０５、以下に、実施例と併せて詳細に説明する）。
【００８１】
【表２】

【００８２】
　ここで、表２に示す干渉過負荷コードは、干渉過負荷レベルと干渉過負荷コードとの間
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のマッピングの一例にすぎず、実際に応用する際は、干渉過負荷レベルと干渉過負荷コー
ドとの間で１対１のマッピング関係を満たすならば、その他の干渉過負荷コードを利用す
ることもできる。この場合でも、本発明の実施は可能である。本実施例は、最も低い干渉
過負荷レベルを除いた干渉過負荷レベルに対してコーディングを行なう、高干渉過負荷コ
ーディングの実施例とみなすことができる。
【００８３】
　また、図３および図４は、それぞれの周波数スペクトルリソースブロックに対して分析
を行うが、実際の応用においては、周波数スペクトルリソースブロックをグループに分け
て、グループを単位として分析を行うこともできる。該方法の長所は、演算量が比較的に
少ないことにある。本実施例は、周波数スペクトルリソースブロックのグループに分けて
実現する方式を除外しない。周波数スペクトルリソースブロックのインデックスナンバー
ｉを、周波数スペクトルのリソースのグループのインデックスナンバーｉに取り替え、周
波数スペクトルのリソースのグループを等価の周波数スペクトルリソースブロックとする
ことのみで、本発明のすべての実施例は、依然として成立する。また、一段階の干渉過負
荷インジケータである場合（無干渉過負荷レベルおよび干渉過負荷レベルのみがある場合
）、本発明のいくつかの実施は更に簡略化されるが、以下の応用の実施例に対する説明に
おいて、実施における簡略化された部分について特別に説明する。
【００８４】
　次いで、具体的な実施例と併せて、本発明による干渉過負荷インジケータの生成方法に
おけるステップＳ５０５およびＳ５１０について詳細に説明する。
【００８５】
　本発明は、下記のシグナリング構造を提供する。
【００８６】
　１、干渉過負荷コードシリーズのシグナリング。
【００８７】
　２、インデックスナンバーと干渉過負荷コードシリーズとをカスケーディングしたシグ
ナリング。
【００８８】
　３、干渉過負荷差分コードシリーズのシグナリング。
【００８９】
　４、分段された干渉過負荷差分コードシリーズのシグナリング。
【００９０】
　５、干渉過負荷ビットマップと干渉過負荷コードシリーズとをカスケーディングしたシ
グナリング。
【００９１】
　６、干渉過負荷ビットマップと干渉過負荷差分コードシリーズとをカスケーディングし
たシグナリング。
【００９２】
　７、システム帯域幅における干渉過負荷コードと周波数スペクトルリソースブロックの
干渉強度ビットマップとをカスケーディングしたシグナリング。
【００９３】
　８、システム帯域幅における干渉過負荷コードと、周波数スペクトルリソースブロック
の干渉強度ビットマップと、干渉が比較的に強い周波数スペクトルリソースブロックの干
渉過負荷コードシリーズとをカスケーディングしたシグナリング。
【００９４】
　例１：干渉過負荷コードシリーズのシグナリング。
【００９５】
　干渉過負荷コードシリーズを、直接、干渉過負荷インジケータのシグナリングとする（
ステップＳ５１０）。本実施例は、全ての干渉過負荷レベルに対してコーディングを行な
う、干渉過負荷コーディングの実施例とみなすことができる。
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【００９６】
　図３に示す干渉過負荷シーンを使用する。該実施例の概略図は、図５に示すとおりであ
る。１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックについて、それぞれの周波数スペク
トルリソースブロックにおける干渉過負荷コードは２ビットであり、干渉過負荷インジケ
ータのシグナリングは、１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷コ
ードがカスケーディングして生成される。すなわち、「０１０００００１１１１００００
０００００」であり、そのシグナリングサイズは２０ビットである。
【００９７】
　該干渉過負荷インジケータを受信した基地局は、ビットシリーズに対し２つずつを１つ
の干渉過負荷コードに組合せ、更に、表１に従ってデコーディングを行うことにより、１
～１０番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷レベルを取得する。その結果
は、「低、無、無、低、高、中、無、無、無、無」であり、該結果は、基地局が送信した
干渉過負荷レベルと完全に一致し、誤りがない。
【００９８】
　該シグナリングの構造は比較的に簡単であるが、シグナリングサイズが相対的に大きい
という欠点もある。
【００９９】
　例２：干渉過負荷コードシリーズのシグナリング。
【０１００】
　干渉過負荷コードシリーズを、直接、干渉過負荷インジケータのシグナリングとする（
ステップＳ５１０）。本実施例は、最も低い干渉過負荷レベルを除いた干渉過負荷レベル
に対してコーディングを行なう、高干渉過負荷コーディングの実施例とみなすことができ
る。
【０１０１】
　図４に示す干渉過負荷シーンを使用する。該実施例の概略図は、図６に示すとおりであ
る。１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックについて、それぞれの周波数スペク
トルリソースブロックにおける干渉過負荷コードは２ビットで、干渉過負荷インジケータ
のシグナリングは、l～１０番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷コード
がカスケーディングして生成される。すなわち、「１００１０１１０１１１００１０１０
１０１」であり、そのシグナリングサイズは２０ビットである。
【０１０２】
　該干渉過負荷インジケータを受信した基地局は、ビットシリーズに対し２つずつを１つ
の干渉過負荷コードに組合せ、更に、表２に従ってデコーディングを行って、１～１０番
の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷レベルを取得する。その結果は、「中
、低、低、中、高、中、低、低、低、低」であり、該結果は、基地局が送信した干渉過負
荷レベルと完全に一致し、誤りがない。
【０１０３】
　該シグナリングの構造は比較的に簡単であるが、シグナリングサイズが相対的に大きい
という欠点もある。
【０１０４】
　例３：インデックスナンバーと干渉過負荷コードシリーズとをカスケーディングしたシ
グナリング。
【０１０５】
　相対的に高いレベルの干渉過負荷を生成される周波数スペクトルリソースブロックに対
して、そのインデックスナンバーと、相応する干渉過負荷コードとをカスケーディングし
て、周波数スペクトルリソースブロックのインデックスナンバーと干渉過負荷コードとの
１対１の対応関係を実現し、更に、すべての相対的に高いレベルの干渉過負荷が生成され
る周波数スペクトルリソースブロックの上記シグナリングのグループを干渉過負荷インジ
ケータのシグナリングとする（ステップＳ５１０）。本実施例は、インデックスナンバー
と、全ての干渉過負荷レベルに対してコーディングした干渉過負荷コードとをカスケーデ
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ィングしたインデックスナンバーカスケーディングの実施例とみなすことができる。
【０１０６】
　図３に示す干渉過負荷シーンを使用する。該実施例の概略図は、図７に示すとおりであ
る。「低干渉過負荷レベル」、「中干渉過負荷レベル」、および「高干渉過負荷レベル」
が相対的に高いレベルの干渉の過負荷であると判断する場合、１～１０番の周波数スペク
トルリソースブロックの中で相対的に高いレベルの干渉の過負荷を生成する周波数スペク
トルリソースブロックは、１、４、５、６番の周波数スペクトルリソースブロックである
。合計で９６個の周波数スペクトルリソースブロックがあるため、７ビットを用いて、周
波数スペクトルリソースブロックのインデックスナンバーに対し、１０進数コードから２
進数コードへの転換を行う必要がある。
【０１０７】
　１番の周波数スペクトルリソースブロックについて、その周波数スペクトルリソースブ
ロックのインデックスナンバーの２進数コードは００００００１であり、表１によって得
られる干渉過負荷コードは０１であり、カスケーディングした後は「００００００１０１
」で、合計で９ビットである。同じように、４番の周波数スペクトルリソースブロックに
ついて、その周波数スペクトルリソースブロックのインデックスナンバーの２進数コード
は００００１００であり、表１によって得られる干渉過負荷コードは０１であり、カスケ
ーディングした後は「００００１０００１」である。５番の周波数スペクトルリソースブ
ロックについて、その周波数スペクトルリソースブロックのインデックスナンバーの２進
数コードは００００１０１であり、表１によって得られる干渉過負荷コードは１１であり
、カスケーディングした後は「００００１０１１１」である。６番の周波数スペクトルリ
ソースブロックについて、その周波数スペクトルリソースブロックのインデックスナンバ
ーの２進数コードは００００１１０であり、表１によって得られる干渉過負荷コードは１
０であり、カスケーディングした後は「００００１１０１０」である。
【０１０８】
　従って、最終的に生成される干渉過負荷インジケータのシグナリングは、「０００００
０１０１||００００１０００１||００００１０１１１||００００１１０１０」である。こ
こで、符号「||」は、単にビットのカスケーディングを表すものであり、実際に伝送され
るシグナリングにおいては相応する表示は存在しない。そのシグナリングサイズは、９×
４＝３６ビットである。
【０１０９】
　該干渉過負荷インジケータを受信した基地局は、９ビットごとを１つの周波数スペクト
ルリソースブロックの干渉過負荷インジケータとし、前の７ビットから周波数スペクトル
リソースブロックのインデックスナンバーを取得し、後の２ビットを表１で検索して、該
周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷レベルを取得する。干渉過負荷インジケ
ータのシグナリングにおいて干渉過負荷レベルが明示されなかった周波数スペクトルリソ
ースブロックについて、その干渉過負荷レベルが「無干渉過負荷」と判断する。従って、
取得した１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷レベルは、「低、
無、無、低、高、中、無、無、無、無」である。該結果は、基地局が送信した干渉過負荷
レベルと完全に一致しており、誤りがない。
【０１１０】
　該シグナリングの構造は、比較的に簡単であり、少量の周波数スペクトルリソースブロ
ックが干渉の過負荷が生成される場合にシグナリングサイズは相対的に小さい。しかし、
大量の周波数スペクトルリソースブロックが干渉の過負荷が生成される場合に、シグナリ
ングサイズが相対的に大きいという欠点もある。
【０１１１】
　例４：インデックスナンバーと干渉過負荷コードシリーズとをカスケーディングしたシ
グナリング。
【０１１２】
　相対的に高いレベルの干渉の過負荷を生成する周波数スペクトルリソースブロックにつ
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いて、そのインデックスナンバーと相応する干渉過負荷コードとをカスケーディングして
、周波数スペクトルリソースブロックのインデックスナンバーと干渉過負荷コードとを１
対１に対応させ、更に、すべての相対的に高いレベルの干渉の過負荷を生成する周波数ス
ペクトルリソースブロックの上記のシグナリングのグループを干渉過負荷インジケータの
シグナリングとする（ステップＳ５０５およびＳ５１０）。本実施例は、インデックスナ
ンバーと、最も低い干渉過負荷レベルを除いた干渉過負荷レベルに対してコーディングを
行った高干渉過負荷コードとをカスケーディングしたインデックスナンバーカスケーディ
ングの実施例とみなすことができる。
【０１１３】
　図４に示す干渉過負荷シーンを使用する。該実施例の概略図は図８に示すとおりである
。「中干渉過負荷レベル」および「高干渉過負荷レベル」が相対的に高いレベルの干渉の
過負荷であると判断する場合、１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックの中で相
対的に高いレベルの干渉の過負荷を生成する周波数スペクトルリソースブロックは、１、
４、５、６番の周波数スペクトルリソースブロックである。合計で９６個の周波数スペク
トルリソースブロックがあるため、７ビットを用いて、周波数スペクトルリソースブロッ
クのインデックスナンバーに対して、１０進数コードから２進数コードへの転換を行う必
要がある。１番の周波数スペクトルリソースブロックについて、その周波数スペクトルリ
ソースブロックのインデックスナンバーの２進数コードは００００００１であり、表３に
よって得られる干渉過負荷コードは０であり、カスケーディングした後は「００００００
１０」で、合計で８ビットである。
【０１１４】

【表３】

【０１１５】
　ここで、相対的に高いレベルの干渉過負荷が「中干渉過負荷レベル」と「高干渉過負荷
レベル」との２種類の場合しかないため、１ビットのコードを使えばよい。従って、簡略
化後の表３を利用し、上述した表２を利用しない。もちろん、表２を使用しても本発明を
実施することができるが、シグナリングサイズが相対的に大きくなるので、好ましくない
。また、表３に示す干渉過負荷コードは、干渉過負荷レベルと干渉過負荷コードとの間の
マッピングの一例にすぎず、実際に応用する際は、干渉過負荷レベルと干渉過負荷コード
との間で１対１のマッピング関係を満たすならば、その他の干渉過負荷コードを利用する
こともできる。この場合でも、本発明は実施可能である（ステップＳ５０５）。
【０１１６】
　同じように、４番の周波数スペクトルリソースブロックについて、その周波数スペクト
ルリソースブロックのインデックスナンバーの２進数コードは００００１００であり、表
３によって得られる干渉過負荷コードは０であり、カスケーディングした後は「００００
１０００」である。５番の周波数スペクトルリソースブロックについて、その周波数スペ
クトルリソースブロックのインデックスナンバーの２進数コードは００００１０１であり
、表３によって得られる干渉過負荷コードは１であり、カスケーディングした後は「００
００１０１１」である。６番の周波数スペクトルリソースブロックについて、その周波数
スペクトルリソースブロックのインデックスナンバーの２進数コードは００００１１０で
あり、表３によって得られる干渉過負荷コードは０であり、カスケーディングした後は「
００００１１００」である。従って、最終的に生成される干渉過負荷インジケータのシグ
ナリングは、「００００００１０||００００１０００||００００１０１１||００００１１
００」である。ここで、符号「||」は、単にビットのカスケーディングを表すものであり
、実際に伝送されるシグナリングにおいては相応する表示は存在しない。そのシグナリン
グサイズは、８×４＝３２ビットである。
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【０１１７】
　該干渉過負荷インジケータを受信した基地局は、８ビットごとを１つの周波数スペクト
ルリソースブロックの干渉過負荷インジケータとし、前の７ビットから周波数スペクトル
リソースブロックのインデックスナンバーを取得し、後の１ビットを表３で検索して、該
周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷レベルを取得する。干渉過負荷インジケ
ータのシグナリングにおいて干渉過負荷レベルが明示されなかった周波数スペクトルリソ
ースブロックについては、その干渉過負荷レベルが「低干渉過負荷」と判断する。従って
、取得した１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷レベルは、「中
、低、低、中、高、中、低、低、低、低」である。該結果は、基地局が送信した干渉過負
荷レベルと完全に一致しており、誤りがない。
【０１１８】
　該シグナリングの構造は、比較的に簡単であり、少量の周波数スペクトルリソースブロ
ックに干渉の過負荷が生成された場合にシグナリングサイズが相対的に小さい。しかし、
大量の周波数スペクトルリソースブロックが干渉の過負荷が生成される場合にシグナリン
グサイズが相対的に大きいという欠点もある。
【０１１９】
　例５：干渉過負荷差分コードシリーズのシグナリング。
【０１２０】
　１つの参照周波数スペクトルリソースブロックを選択し、その干渉過負荷コードを取得
し、更に、隣接する周波数スペクトルリソースブロックに対して干渉過負荷差分コーティ
ングを行う。差分コーディングの効果は、コーディングのビット数を減らすことにある。
すなわち、比較的に少ないビットで隣接する周波数スペクトルリソースブロック間の干渉
過負荷レベルの変化量をコーディングすることができる。差分コーディングは、一般的に
差分コーティングテーブルと差分デコーディングテーブルとを利用して実現する。差分コ
ーティングテーブルと差分デコーディングテーブルとにより得られた干渉過負荷差分コー
ドシリーズを干渉過負荷インジケータのシグナリングとする（ステップＳ５０５およびＳ
５１０）。
【０１２１】
　図３に示す干渉過負荷シーンを使用する。該実施例の概略図は、図９に示すとおりであ
る。まず、表４を干渉過負荷の差分コーティングテーブルとし、行索引は、現在デコーデ
ィング可能な干渉過負荷レベルを意味し、列索引は、次にデコーディングしようとする干
渉過負荷レベルを意味する。該表中における数値は、行索引の条件と列索引の条件とを満
たす差分コード値である。本実施例は、全ての干渉過負荷レベルに対して差分コーディン
グを行なう、干渉過負荷差分コーディングの実施例とみなすことができる。
【０１２２】
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【表４】

【０１２３】
　ここで、現在デコーディング可能な干渉過負荷レベルは、差分デコーディングテーブル
によって取得する。表５を干渉過負荷の差分コーティングテーブルとし、行索引は、その
前にデコーディングした干渉過負荷レベルを意味し、列索引は、干渉過負荷差分コードを
意味する。該表における数値は、現在デコーディング可能な干渉過負荷レベルである。
【０１２４】

【表５】

【０１２５】
　ここで、表４および表５に示す干渉過負荷差分コーディングテーブルと干渉過負荷差分
デコーディングテーブルとは、差分コーディングの応用の一例にすぎず、実際の応用にお
いて、その他の干渉過負荷差分コーディングテーブルと干渉過負荷差分デコーディングテ
ーブルを用いることができる。すなわち、コーディングテーブルとデコーディングテーブ
ルにおける値が単一の値であることを満たすならば、本発明は実施可能である（ステップ
Ｓ５０５）。
【０１２６】
　１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックについて、１番の周波数スペクトルリ
ソースブロックを参照周波数スペクトルリソースブロックとして選択し（ここで、１番の
周波数スペクトルリソースブロックを選択するのは１つの例にすぎず、事実上、任意に周
波数スペクトルリソースブロックを選択して参照周波数スペクトルリソースブロックとす
ることができる）、表１に基づいて、その干渉過負荷コードが０１であることを確認し、
更に表４より隣接する２番の干渉差分コード値が「０」であることを確認できる。
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【０１２７】
　その後、表５により、２番の周波数スペクトルリソースブロックにおいてデコーディン
グ可能な干渉過負荷レベルは「無」であることが得られる。その後、表４により、隣接す
る３番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉差分コード値が「０」であることを確
認できる。……このように進むと、干渉過負荷差分コードシリーズ「０１００１１０００
００」が得られ、１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷インジケ
ータのシグナリングとすることができる。また、そのシグナリングサイズは２＋９＝１１
ビットである。
【０１２８】
　該干渉過負荷インジケータを受信した基地局は、まず表１から参照周波数スペクトルリ
ソースブロック（１番の周波数スペクトルリソースブロック）の干渉過負荷レベルが「低
」であることを確定し、その後、表５によって順次に隣接する周波数スペクトルリソース
ブロックの干渉過負荷レベルをデコーディングして、１～１０番の周波数スペクトルリソ
ースブロックの干渉過負荷レベルを得ることができる。その結果は、「低、無、無、低、
中、低、無、無、無、無」である。ここで、５、６番の周波数スペクトルリソースブロッ
クの干渉過負荷レベルに、相対的に小さい誤りが発生し、「高」および「中」のそれぞれ
から、「中」および「低」のそれぞれに誤ってデコーディングされている。これは、差分
コーディングが相対的に大きい変化を追従することができないために生じた誤りである。
【０１２９】
　上記のシグナリングの長所は、シグナリングサイズが相対的に小さいことであり、欠点
は、干渉過負荷デコーディングに誤差が存在することである。
【０１３０】
　例６：干渉過負荷差分コードシリーズのシグナリング。
【０１３１】
　１つの参照周波数スペクトルリソースブロックを選択し、その干渉過負荷コードを取得
し、その後、隣接する周波数スペクトルリソースブロックに対して干渉過負荷差分コーデ
ィングを行う。差分コーディングの効果は、コーディングのビット数を減らすことにある
。すなわち、比較的に少ないビットで隣接する周波数スペクトルリソースブロック間の干
渉過負荷レベルの変化量をコーディングすることができる。差分コーディングは、一般的
に差分コーティングテーブルと差分デコーディングテーブルとを利用して実現する。差分
コーティングテーブルと差分デコーディングテーブルとにより得られた干渉過負荷差分コ
ードシリーズを干渉過負荷インジケータのシグナリングとする（ステップＳ５０５および
Ｓ５１０）。本実施例は、最も低い干渉過負荷レベルを除いた干渉過負荷レベルのみに対
して差分コーディングを行なう、高干渉過負荷差分コーディングの実施例とみなすことが
できる。
【０１３２】
　図４に示す干渉過負荷シーンを使用する。該実施例の概略図は、図１０に示すとおりで
ある。まず、表６を干渉過負荷の差分コーティングテーブルとし、行索引は、現在デコー
ディング可能な干渉過負荷レベルを意味し、列索引は、次にデコーディングしようとする
干渉過負荷レベルを意味する。該表における数値は、行索引の条件と列索引の条件とを満
たす差分コード値である。
【０１３３】
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【表６】

【０１３４】
　ここで、現在デコーディング可能な干渉過負荷レベルは、差分デコーディングテーブル
によって取得する。表７は干渉過負荷の差分コーティングテーブルであるが、行索引は、
その前にデコーディングした干渉過負荷レベルを意味し、列索引は、干渉過負荷差分コー
ドを意味する。該表における数値は、現在デコーディング可能な干渉過負荷レベルである
。
【０１３５】
【表７】

【０１３６】
　ここで、表６および表７に示す干渉過負荷差分コーディングテーブルと干渉過負荷差分
デコーディングテーブルとは、差分コーディングの応用の一例にすぎず、実際の応用にお
いて、その他の干渉過負荷差分コーディングテーブルと干渉過負荷差分デコーディングテ
ーブルとを用いることができる。すなわち、コーディングテーブルとデコーディングテー
ブルとにおける値が単一の値であることを満たすならば、本発明は実施可能である（ステ
ップＳ５０５）。
【０１３７】
　１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックについて、１番の周波数スペクトルリ
ソースブロックを参照周波数スペクトルリソースブロックとして選択し（ここで、１番の
周波数スペクトルリソースブロックを選択するのは１つの例にすぎず、事実上、任意に周
波数スペクトルリソースブロックを選択して参照周波数スペクトルリソースブロックとす
ることができる）、表２に基づいて、その干渉過負荷コードが１０であることを確認し、
その後、表６により隣接する２番の干渉差分コード値が「０」であることを確認できる。
【０１３８】
　その後、表７により、２番の周波数スペクトルリソースブロックにおけるデコーディン
グ可能な干渉過負荷レベルは「低」であることが得られる。その後、表６により、隣接す
る３番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉差分コード値が「０」であることを確
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認できる。……このように進むと、干渉過負荷差分コードシリーズ「１０００１１０００
００」が得られ、１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷インジケ
ータのシグナリングとすることができる。また、そのシグナリングサイズは２＋９＝１１
ビットである。
【０１３９】
　該干渉過負荷インジケータを受信した基地局は、まず表２から参照周波数スペクトルリ
ソースブロック（１番の周波数スペクトルリソースブロック）の干渉過負荷レベルが「中
」であることを確定し、更に、表７によって順次に隣接する周波数スペクトルリソースブ
ロックの干渉過負荷レベルをデコーディングして、１～１０番の周波数スペクトルリソー
スブロックの干渉過負荷レベルを得ることができる。その結果は、「中、低、低、中、高
、中、低、低、低、低」である。該結果は、基地局が送信する干渉過負荷レベルと完全に
一致し、この実施例において誤りがない。しかし、これは図４に示す干渉過負荷シーンに
おいて決して誤差が生じないということを意味しない。たとえば、「高」および「低」の
干渉過負荷レベルをそれぞれ有する２つの隣接する周波数スペクトルリソースブロックが
存在する場合、または、「低」および「高」の干渉過負荷レベルをそれぞれ有する２つの
隣接する周波数スペクトルリソースブロックが存在する場合、誤りが生ずる。
【０１４０】
　上記のシグナリングの長所は、シグナリングサイズが相対的に小さいことにあり、欠点
は、干渉過負荷デコーディングに誤りが存在することである。
【０１４１】
　例７：サブバンドに基づく干渉過負荷差分コードシリーズのシグナリング。
【０１４２】
　まず、すべての周波数スペクトルリソースブロックをいくつかのサブバンドに区分する
。本発明において、サブバンドの区分の仕方については、具体的な限定は行なわない。す
なわち、等しいサイズに区分してもよいし、ばらばらのサイズに区分してもよい。ここで
、それぞれのサブバンドの干渉過負荷レベルシリーズを、干渉過負荷レベルのサブシリー
ズと称する。
【０１４３】
　それぞれのサブバンドに対して、１つの参照周波数スペクトルリソースブロックを選択
してその干渉過負荷コードを取得し、その後、隣接する周波数スペクトルリソースブロッ
クに対して干渉過負荷差分コーディングを行う。差分コーディングの効果は、コーディン
グのビット数を減らすことにある。すなわち、比較的に少ないビットで隣接する周波数ス
ペクトルリソースブロック間の干渉過負荷レベルの変化量をコーディングすることができ
る。差分コーディングは、一般的に、差分コーティングテーブルと差分デコーディングテ
ーブルとを利用して実現する。差分コーティングテーブルと差分デコーディングテーブル
とにより得られたそれぞれのサブバンドの干渉過負荷差分コードシリーズをカスケーディ
ングして、干渉過負荷インジケータのシグナリングとする（ステップＳ５０５およびＳ５
１０）。本実施例は、それぞれのサブバンドの中において、全ての干渉過負荷レベルに対
して差分コーディングを行なう、干渉過負荷のサブバンドの差分コードの実施例とみなす
ことができる。
【０１４４】
　図３に示す干渉過負荷シーンを使用する。該実施例の概略図は、図１１に示すとおりで
ある。表４を干渉過負荷の差分コーティングテーブルとし、表５を干渉過負荷の差分デコ
ーティングテーブルとする。ここで、表４および表５に示す干渉過負荷差分コーディング
テーブルと干渉過負荷差分デコーディングテーブルとは、差分コーディングの応用の一例
にすぎず、実際の応用において、その他の干渉過負荷差分コーディングテーブルと干渉過
負荷差分デコーディングテーブルとを用いることができる。すなわち、コーディングテー
ブルとデコーディングテーブルとにおける値が単一の値であることを満たすならば、本発
明は実施可能である。
【０１４５】
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　１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックについて、１～５番の周波数スペクト
ルリソースブロックがサブバンド１であり、６～１０番の周波数スペクトルリソースブロ
ックがサブバンド２であり、かつ、サブバンドにおいてインデックスナンバーが最小であ
る周波数スペクトルリソースブロックをサブバンドの参照周波数スペクトルリソースブロ
ックであると仮定する（１番の周波数スペクトルリソースブロックがサブバンド１の参照
周波数スペクトルリソースブロックであり、６番の周波数スペクトルリソースブロックが
サブバンド２の参照周波数スペクトルリソースブロックであり、……）。
【０１４６】
　サブバンド１を例とする場合、表１に基づいて、その参照周波数スペクトルリソースブ
ロック（１番の周波数スペクトルリソースブロック）の干渉過負荷コードが０１であり、
更に、表４により隣接する２番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉の差分コード
値が「０」であり、更に、表５により２番の周波数スペクトルリソースブロックにおいて
デコーディング可能な干渉過負荷レベルが「無」であることが得られる。その後、表４に
より、隣接する３番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉差分コード値が「０」で
あることを確認できる。……このように進むと、サブバンド１の干渉過負荷差分コードシ
リーズが「０１００１１」であり、同じように、サブバンド２の干渉過負荷差分コードシ
リーズが「１０００００」であることが得られる（ステップＳ５０５）。両者をカスケー
ディングすれば、シリーズ「０１００１１||１０００００」が得られ、これを１～１０番
の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷インジケータのシグナリングとする。
ここで、符号「||」は、単にビットのカスケーディングを表すものであり、実際に伝送さ
れるシグナリングにおいては相応する表示は存在しない。そのシグナリングサイズは、（
２＋４）×２＝１２ビットである（ステップＳ５１０）。
【０１４７】
　該干渉過負荷インジケータを受信した基地局は、まず、表１により、それぞれのサブバ
ンドの参照周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷レベルを取得し、更に、表５
により、それぞれのサブバンド内において、順次に隣接する周波数スペクトルリソースブ
ロックの干渉過負荷レベルをデコーディングして、最終的に、１～１０番の周波数スペク
トルリソースブロックの干渉過負荷レベルを取得する。その結果は、「低、無、無、低、
中 － 中、低、無、無、無」である。ここで、５、７番の周波数スペクトルリソースブロ
ックの干渉過負荷レベルには、相対的に小さい誤りが生じている。すなわち、「高」およ
び「無」のそれぞれは、「中」および「低」のそれぞれに誤ってデコーディングされてい
る。これは、差分コーディングは、相対的に大きい変化を追従できないに生じた誤りであ
る。しかし、分段差分コーディングによる方法を用いたため、それぞれのサブバンドの参
照周波数スペクトルリソースブロックにおいて干渉過負荷コードに対する補正を行うこと
ができる。従って、この例における誤差は、例５に示す非分段差分コーディングの場合に
より小さくなる。
【０１４８】
　上記のシグナリングの長所は、シグナリングサイズが相対的に小さいことであり、欠点
は、干渉過負荷のデコーディングに相対的に小さい誤りが存在することである。
【０１４９】
　例８：サブバンドに基づく干渉過負荷差分コードシリーズのシグナリング。
【０１５０】
　まず、すべての周波数スペクトルリソースブロックをいくつかのサブバンドに区分する
。本発明において、サブバンドの区分の仕方については、具体的な限定を行なわない。す
なわち、等しいサイズに区分してもよいし、ばらばらのサイズに区分してもよい。ここで
、それぞれのサブバンドの干渉過負荷レベルシリーズを、干渉過負荷レベルのサブシリー
ズと称する。それぞれのサブバンドにおいて、１つの参照周波数スペクトルリソースブロ
ックを選択し、その干渉過負荷コードを得て、更に、隣接する周波数スペクトルリソース
ブロックに対して干渉過負荷差分コーディングを行う。差分コーディングの効果は、コー
ディングのビット数を減らすことにある。すなわち、比較的に少ないビットで隣接する周
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波数スペクトルリソースブロック間の干渉過負荷レベルの変化量をコーディングすること
ができる。差分コーディングは、一般的に、差分コーティングテーブルと差分デコーディ
ングテーブルとを利用して実現する。差分コーティングテーブルと差分デコーディングテ
ーブルとにより得られたそれぞれのサブバンドの干渉過負荷差分コードシリーズをカスケ
ーディングして、干渉過負荷インジケータのシグナリングとする（ステップＳ５０５およ
びＳ５１０）。本実施例は、それぞれのサブバンドの中において、最も低い干渉過負荷レ
ベルを除いた干渉過負荷レベルに対して差分コーディングを行なう、高干渉過負荷のサブ
バンドの差分コードの実施例とみなすことができる。
【０１５１】
　図４に示す干渉過負荷シーンを使用する。該実施例の概略図は、図１２に示すとおりで
ある。表６を干渉過負荷の差分コーティングテーブルとし、表７を干渉過負荷の差分デコ
ーティングテーブルとする。ここで、表６および表７に示す干渉過負荷差分コーディング
テーブルと干渉過負荷差分デコーディングテーブルは、差分コーディングの応用の一例に
すぎず、実際の応用において、その他の干渉過負荷差分コーディングテーブルと干渉過負
荷差分デコーディングテーブルとを用いることができる。すなわち、コーディングテーブ
ルとデコーディングテーブルとにおける値が単一の値であることを満たすならば、本発明
は実施可能である（ステップＳ５０５）。
【０１５２】
　１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックについて、１～５番の周波数スペクト
ルリソースブロックがサブバンド１、６～１０番の周波数スペクトルリソースブロックが
サブバンド２であり、かつ、サブバンドにおいてインデックスナンバーが最小である周波
数スペクトルリソースブロックをサブバンドの参照周波数スペクトルリソースブロックで
あると仮定する（１番の周波数スペクトルリソースブロックがサブバンド１の参照周波数
スペクトルリソースブロックであり、６番の周波数スペクトルリソースブロックがサブバ
ンド２の参照周波数スペクトルリソースブロックであり、……）。
【０１５３】
　サブバンド１を例とする場合、表２に基づいて、その参照周波数スペクトルリソースブ
ロック（１番の周波数スペクトルリソースブロック）の干渉過負荷コードが１０であり、
その後、表６により隣接する２番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉の差分コー
ド値が「０」であり、更に、表７により２番の周波数スペクトルリソースブロックにおい
てデコーディング可能な干渉過負荷レベルが「低」であることが得られる。その後、表６
により、隣接する３番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉差分コード値が「０」
であることを確認できる。……このように進むと、サブバンド１の干渉過負荷差分コード
シリーズが「１０００１１」であり、同じように、サブバンド２の干渉過負荷差分コード
シリーズが「１０００００」であることが得られる（ステップＳ５０５）。両者をカスケ
ーディングすれば、シリーズ「１０００１１||１０００００」が得られ、これを１～１０
番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷インジケータのシグナリングとする
。ここで、符号「||」は、単にビットのカスケーディングを表すものであり、実際に伝送
されるシグナリングにおいては相応する表示は存在しない。そのシグナリングサイズは、
（２＋４）×２＝１２ビットである（ステップＳ５１０）。
【０１５４】
　該干渉過負荷インジケータを受信した基地局は、まず、表２により、それぞれのサブバ
ンドの参照周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷レベルを取得し、更に、表７
により、それぞれのサブバンド内において、順次に隣接する周波数スペクトルリソースブ
ロックの干渉過負荷レベルをデコーディングして、最終的に、１～１０番の周波数スペク
トルリソースブロックの干渉過負荷レベルを取得する。その結果は、「中、低、低、中、
高 － 中、低、低、低、低」である。該結果は、基地局が送信する干渉過負荷レベルと完
全に一致し、この実施例において誤りがない。しかし、これは図４に示す干渉過負荷シー
ンにおいて決して誤りが生じないということを意味しない。同一のサブバンドにおいて、
それぞれ「高」および「低」の干渉過負荷レベルを有する２つの隣接する周波数スペクト
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ルリソースブロックがある場合、または、同一のサブバンドにおいて、それぞれ「低」お
よび「高」の干渉過負荷レベルを有する２つの隣接する周波数スペクトルリソースブロッ
クがある場合、誤りは生ずる。
【０１５５】
　上記のシグナリングの長所は、シグナリングサイズが相対的に小さいことであり、欠点
は、干渉過負荷デコーディングに誤りが存在することである。
【０１５６】
　例９：干渉過負荷ビットマップと干渉過負荷コードシリーズとをカスケーディングした
シグナリング。
【０１５７】
　相対的に高いレベルの干渉過負荷が生成される周波数スペクトルリソースブロックにつ
いて、ビットマップでその位置を表す。つまり、周波数スペクトルリソースブロックの数
に対応する長さを有するビットシリーズを用いて、周波数スペクトルリソースブロックと
マッピングする。これにより、それぞれの周波数スペクトルリソースブロックは、ビット
シリーズの中の１ビットによりマークされる。周波数スペクトルリソースブロックに相対
的に高いレベルの干渉過負荷が生成される場合、その相応するビット値は１になり、周波
数スペクトルリソースブロックに相対的に高いレベルの干渉過負荷が生成されない場合、
その相応するビット値は０になる。次いで、相対的に高いレベルの干渉過負荷を生成する
周波数スペクトルリソースブロックに対し、順次に干渉過負荷コードを取得して、干渉過
負荷コードシリーズを生成する。その後、該シリーズと干渉過負荷ビットマップとをカス
ケーディングして、干渉過負荷インジケータのシグナリングとする（ステップＳ５０５お
よびＳ５１０）。本実施例は、干渉過負荷ビットマップと、全ての干渉過負荷レベルに対
してコーディングを行った干渉過負荷コードとをカスケーディングした干渉過負荷ビット
マップカスケーディングの実施例とみなすことができる。
【０１５８】
　図３に示す干渉過負荷シーンを使用する。該実施例の概略図は、図１３に示すとおりで
ある。「低干渉過負荷レベル」、「中干渉過負荷レベル」、および「高干渉過負荷レベル
」が相対的に高いレベルの干渉の過負荷であると判断する場合、１～１０番の周波数スペ
クトルリソースブロックの中で相対的に高いレベルの干渉の過負荷を生成する周波数スペ
クトルリソースブロックは、１、４、５、６番の周波数スペクトルリソースブロックであ
る。
【０１５９】
　従って、サイズが１０ビットであるビットシリーズを用いて、１、４、５、６ビットの
位置に１を置き、そのほかのビットの位置に０を置くことにより（「１００１１１０００
０」）、干渉過負荷の周波数スペクトルリソースブロックの位置を表すことができる。相
対的に高いレベルの干渉の過負荷を生成する周波数スペクトルリソースブロック（１、４
、５、６番の周波数スペクトルリソースブロック）について、表１により順次にその干渉
過負荷コードを取得し、干渉過負荷コードシリーズ「０１０１１１１０」を生成する（ス
テップＳ５０５）。また、これと干渉過負荷ビットマップとをカスケーディングして、最
終的に干渉過負荷インジケータのシグナリング「１００１１１００００||０１０１１１１
０」を生成する。ここで、符号「||」は、単にビットのカスケーディングを表すものであ
り、実際に伝送されるシグナリングにおいては相応する表示は存在しない。そのシグナリ
ングサイズは、１０＋８＝１８ビットである（ステップＳ５１０）。
【０１６０】
　該干渉過負荷インジケータを受信した基地局は、まず、前の１０ビットを取り出して、
干渉過負荷ビットマップとし、また、第１、４、５、６番の位置が１であることから、第
１、４、５、６番の周波数スペクトルリソースブロックに干渉過負荷が発生したことを確
定する。その後、後の８ビットに対して２ビットごとを１つの干渉過負荷コードに組合せ
、表１によりデコーディングを行う。これにより、第１、４、５、６番の周波数スペクト
ルリソースブロックの干渉過負荷レベルは、この順に、「低、低、高、中」であり、その



(27) JP 2010-141935 A 2010.6.24

10

20

30

40

50

他の周波数スペクトルリソースブロックにおける干渉過負荷レベルは「無」であると判断
され、最終的に、１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷レベルが
「低、無、無、低、高、中、無、無、無、無」である結果が得られる。該結果は、基地局
が送信した干渉過負荷レベルと完全に一致し、誤りがない。
【０１６１】
　該シグナリングは、構造が比較的に簡単であり、中規模の量の周波数スペクトルリソー
スブロックに干渉過負荷が発生した場合のシグナリングサイズが相対的に小さい。その欠
点は、大量または少量の周波数スペクトルリソースブロックに干渉過負荷が発生した場合
、シグナリングサイズが相対的に大きいことである。ここで、一段階の干渉過負荷を利用
する場合（「干渉過負荷レベル有り」および「干渉過負荷レベル無し」のみが存在する場
合）、本発明では、干渉過負荷ビットマップのみがあれば干渉過負荷インジケータのシグ
ナリングを生成することができ、干渉過負荷コードシリーズを送信する必要はない。
【０１６２】
　例１０：干渉過負荷ビットマップと干渉過負荷コードシリーズとをカスケーディングし
たシグナリング。
【０１６３】
　相対的に高いレベルの干渉過負荷が生成される周波数スペクトルリソースブロックにつ
いて、ビットマップでその位置を表す。つまり、周波数スペクトルリソースブロックの数
に対応する長さを有するビットシリーズを用いて、周波数スペクトルリソースブロックと
マッピングする。これにより、それぞれの周波数スペクトルリソースブロックは、ビット
シリーズの中の１ビットによりマークされる。周波数スペクトルリソースブロックに相対
的に高いレベルの干渉過負荷が生成する場合、その相応するビット値は１になり、周波数
スペクトルリソースブロックに相対的に高いレベルの干渉過負荷が生成しない場合、その
相応するビット値は０になる。次いで、相対的に高いレベルの干渉過負荷を発生する周波
数スペクトルリソースブロックに対し、順次に干渉過負荷コードを取得して、干渉過負荷
コードシリーズを生成する。その後、該シリーズと干渉過負荷ビットマップとをカスケー
ディングして、干渉過負荷インジケータのシグナリングとする（ステップＳ５０５および
Ｓ５１０）。本実施例は、干渉過負荷ビットマップと、最も低い干渉過負荷レベルを除い
た干渉過負荷レベルのみに対してコーディングした高干渉過負荷コードとをカスケーディ
ングした干渉過負荷ビットマップカスケーディングの実施例とみなすことができる。
【０１６４】
　図４に示す干渉過負荷シーンを使用する。該実施例の概略図は、図１４に示すとおりで
ある。「中干渉過負荷レベル」および「高干渉過負荷レベル」が相対的に高いレベルの干
渉の過負荷であると判断する場合、１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックの中
で相対的に高いレベルの干渉の過負荷を生成する周波数スペクトルリソースブロックは、
１、４、５、６番の周波数スペクトルリソースブロックである。
【０１６５】
　従って、サイズが１０ビットであるビットシリーズを用いて、その１、４、５、６ビッ
トの位置に１を置き、残りのビットに０を置くことにより（「１００１１１００００」）
、干渉過負荷の周波数スペクトルリソースブロックの位置を表すことができる。相対的に
高いレベルの干渉の過負荷を生成する周波数スペクトルリソースブロック（１、４、５、
６番の周波数スペクトルリソースブロック）について、表３により順次にその干渉過負荷
コードを取得し、干渉過負荷コードシリーズ「００１０」を生成する（ステップＳ５０５
）。また、これと干渉過負荷ビットマップとをカスケーディングして、最終的に干渉過負
荷インジケータのシグナリング「１００１１１００００||００１０」を構成する。ここで
、符号「||」は、単にビットのカスケーディングを表すものであり、実際に伝送されるシ
グナリングにおいては相応する表示は存在しない。そのシグナリングサイズは、１０＋４
＝１４ビットである（ステップＳ５１０）。
【０１６６】
　該干渉過負荷インジケータを受信した基地局は、まず、前の１０ビットを取り出して、
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干渉過負荷ビットマップとし、また、第１、４、５、６番の位置が１であることから、第
１、４、５、６番の周波数スペクトルリソースブロックに干渉過負荷が発生したことを確
定する。その後、後の４ビットを、１ビットを１つの干渉過負荷コードとし、表３により
デコーディングを行う。これにより、第１、４、５、６番の周波数スペクトルリソースブ
ロックの干渉過負荷レベルは、この順に「中、中、高、中」であり、その他の周波数スペ
クトルリソースブロックにおける干渉過負荷レベルは「低」であると判断され、最終的に
、１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷レベルが「中、低、低、
中、高、中、低、低、低、低」である結果が得られる。該結果は、基地局が送信した干渉
過負荷レベルと完全に一致し、誤りがない。
【０１６７】
　該シグナリングは、構造が比較的に簡単であり、中規模の量の周波数スペクトルリソー
スブロックに干渉過負荷が発生した場合のシグナリングサイズが相対的に小さい。その欠
点は、大量または少量の周波数スペクトルリソースブロックに干渉過負荷が発生した場合
、シグナリングサイズが相対的に大きいことである。ここで、一段階の干渉過負荷を利用
する場合（「干渉過負荷レベル有り」および「干渉過負荷レベル無し」のみが存在する場
合）、本発明は、干渉過負荷ビットマップのみがあれば、干渉過負荷インジケータのシグ
ナリングを生成することができ、干渉過負荷コードシリーズを送信する必要はない。
【０１６８】
　例１１：干渉過負荷ビットマップと干渉過負荷差分コードシリーズとをカスケーディン
グしたシグナリング。
【０１６９】
　相対的に高いレベルの干渉過負荷が生成される周波数スペクトルリソースブロックにつ
いて、ビットマップでその位置を表す。つまり、周波数スペクトルリソースブロックの数
に対応する長さを有するビットシリーズを用いて、周波数スペクトルリソースブロックと
マッピングする。これにより、それぞれの周波数スペクトルリソースブロックは、ビット
シリーズの中の１ビットによりマークされる。周波数スペクトルリソースブロックに相対
的に高いレベルの干渉過負荷が生成する場合、その相応するビット値は１になり、周波数
スペクトルリソースブロックに相対的に高いレベルの干渉過負荷が生成しない場合、その
相応するビット値は０になる。次いで、相対的に高いレベルの干渉過負荷を発生する周波
数スペクトルリソースブロックに対して干渉過負荷差分コーディングを行う。１つの参照
周波数スペクトルリソースブロックを選択して、その干渉過負荷コードを得て、更に、相
対的に高いレベルの干渉過負荷が発生しかつ隣接する周波数スペクトルリソースブロック
に対して干渉過負荷差分コーディングを行う。本実施例は、干渉過負荷ビットマップと、
全ての干渉過負荷レベルに対して差分コーディングを行った干渉過負荷差分コードとをカ
スケーディングした干渉過負荷ビットマップカスケーディングの実施例とみなすことがで
きる。
【０１７０】
　差分コーディングの効果は、コーディングのビット数を減らすことにある。すなわち、
比較的に少ないビットで隣接する周波数スペクトルリソースブロック間の干渉過負荷レベ
ルの変化量をコーディングすることができる。差分コーディングは、一般的に、差分コー
ティングテーブルと差分デコーディングテーブルとを利用して実現する。差分コーティン
グテーブルと差分デコーディングテーブルとにより得られた干渉過負荷差分コードシリー
ズをカスケーディングして、干渉過負荷インジケータのシグナリングとする（ステップＳ
５０５およびＳ５１０）。
【０１７１】
　図３に示す干渉過負荷シーンを使用する。該実施例の概略図は、図１５に示すとおりで
ある。まず、表８を干渉過負荷の差分コーティングテーブルとし、行索引は、現在デコー
ディング可能な干渉過負荷レベルを意味し、列索引は、次にデコーディングしようとする
干渉過負荷レベルを意味する。該表における数値は、行索引の条件と列索引の条件とを満
たす差分コード値である。表８は、表４と少し異なる。それは、相対的に高いレベルの干
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渉過負荷を発生する周波数スペクトルリソースブロックは、少なくとも低干渉過負荷の周
波数スペクトルリソースブロックであるからである。従って、表４中の「無干渉過負荷」
がある行および列を削除して、表８が得られる。
【０１７２】
【表８】

【０１７３】
　ここで、現在デコーディング可能な干渉過負荷レベルは、差分デコーディングテーブル
によって取得する。表９は干渉過負荷の差分コーティングテーブルであるが、行索引は、
その前にデコーディングした干渉過負荷レベルを意味し、列索引は、干渉過負荷差分コー
ドを意味する。該表における数値は、現在デコーディング可能な干渉過負荷レベルである
。表９は、表５と少し異なる。それは、相対的に高いレベルの干渉過負荷を発生する周波
数スペクトルリソースブロックは、少なくとも低干渉過負荷の周波数スペクトルリソース
ブロックであるからである。従って、表５中の「無干渉過負荷」がある行および列を削除
して、表９が得られる。
【０１７４】
【表９】

【０１７５】
　ここで、表８および表９に示す干渉過負荷差分コーディングテーブルと干渉過負荷差分
デコーディングテーブルとは、差分コーディングの応用の一例にすぎず、実際の応用にお
いて、その他の干渉過負荷差分コーディングテーブルと干渉過負荷差分デコーディングテ
ーブルとを用いることができる。すなわち、コーディングテーブルとデコーディングテー
ブルとにおける値が単一の値であることを満たすならば、本発明は実施可能である（ステ
ップＳ５０５）。
【０１７６】
　１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックについて、相対的に高いレベルの干渉
の過負荷を生成する周波数スペクトルリソースブロックは、１、４、５、６番の周波数ス
ペクトルリソースブロックである。従って、サイズが１０ビットであるビットシリーズを
用いて、その１、４、５、６ビットの位置に１を置き、残りのビットに０を置くことによ
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り（「１００１１１００００」）、干渉過負荷の周波数スペクトルリソースブロックの位
置を表すことができる。
【０１７７】
　１、４、５、６番の周波数スペクトルリソースブロックについて、１番の周波数スペク
トルリソースブロックを参照周波数スペクトルリソースブロックとして選択し（ここで、
１番の周波数スペクトルリソースブロックを選択するのは１つの例にすぎず、事実上、任
意に周波数スペクトルリソースブロックを選択して参照周波数スペクトルリソースブロッ
クとすることができる）、表１に基づいて、その干渉過負荷コードが０１であることを確
認し、更に表８により、隣接する４番の干渉差分コード値が「０」であることを確認でき
る。その後、表９により、４番の周波数スペクトルリソースブロックにおけるデコーディ
ング可能な干渉過負荷レベルは「低」である。従って、表８により、隣接する５番の周波
数スペクトルリソースブロックの干渉差分コード値が「１」であることを確認できる。…
…このように進むと、干渉過負荷差分コードシリーズ「０１０１０」が得られ、該シリー
ズと干渉過負荷ビットマップとをカスケーディングして１、４、５、６番の周波数スペク
トルリソースブロックの干渉過負荷インジケータのシグナリングとすることができる。
【０１７８】
　従って、最終的に生成される干渉過負荷インジケータのシグナリングは、「１００１１
１００００||０１０１０」である。ここで、符号「||」は、単にビットのカスケーディン
グを表すものであり、実際に伝送されるシグナリングにおいては相応する表示は存在しな
い。そのシグナリングサイズは、１０＋５＝１５ビットである。
【０１７９】
　該干渉過負荷インジケータを受信した基地局は、まず、前の１０ビットを取り出して、
干渉過負荷ビットマップとし、また、第１、４、５、６番の位置が１であることから、第
１、４、５、６番の周波数スペクトルリソースブロックに干渉過負荷が発生したことを確
定する。その後、次いで、表１により、参照周波数スペクトルリソースブロック（１番の
周波数スペクトルリソースブロック）の干渉過負荷レベルが「低」であることを確認し、
更に、表９により、順次に隣接する周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷レベ
ルをデコーディングして、１、４、５、６番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉
過負荷レベルを取得する。その結果は、順に「低、低、中、低」である。その他の周波数
スペクトルリソースブロックにおける干渉過負荷が発生しなかったため、干渉過負荷レベ
ルは「無」である。最終的に、１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過
負荷レベルを取得する。その結果は、「低、無、無、低、中、低、無、無、無、無」であ
る。ここで、５、６番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷レベルには、相
対的に小さい誤りが生じている。すなわち、「高」および「中」のそれぞれは、「中」お
よび「低」のそれぞれに誤ってデコーディングされている。
【０１８０】
　該シグナリングは、中規模の量の周波数スペクトルリソースブロックに干渉過負荷が発
生した場合のシグナリングサイズが相対的に小さい。その欠点は、大量または少量の周波
数スペクトルリソースブロックに干渉過負荷が発生した場合、シグナリングサイズが相対
的に大きく、かつ、干渉過負荷のデコーディングに誤差が生じることである。ここで、一
段階の干渉過負荷を利用する場合（「干渉過負荷レベル有り」および「干渉過負荷レベル
無し」のみが存在する場合）、本発明は、干渉過負荷ビットマップのみがあれば、干渉過
負荷インジケータのシグナリングを生成することができ、干渉過負荷コードシリーズを送
信する必要はない。
【０１８１】
　例１２：システム帯域幅における干渉過負荷コードと周波数スペクトルリソースブロッ
クの干渉の強度のビットマップをカスケーディングしたシグナリング。
【０１８２】
　まず、基地局は、システム帯域幅における干渉過負荷レベルを計算し、相応するシステ
ム帯域幅における干渉過負荷コードを得る。更に、システム帯域幅における干渉の状況を
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の干渉の状況を該しきい値ＫＡと比較し、その比較結果をビットマップの方式で表示する
。つまり、長さが周波数スペクトルリソースブロックの数と同様であるビットシリーズを
構成する。それぞれのビットは、１つの周波数スペクトルリソースブロックに対応する。
周波数スペクトルリソースブロックの干渉の状況がＫＡを上回る場合のビットは、１であ
り、そうでない場合のビットは、０である。これにより、周波数スペクトルリソースブロ
ックの干渉の強度のビットマップが生成される。該ビットマップとシステム帯域幅におけ
る干渉過負荷コードとカスケーディングして、干渉過負荷インジケータのシグナリングと
する。上記システム帯域幅における干渉の状況は、システム帯域幅における干渉過負荷レ
ベル、または、システム帯域幅における干渉の出力密度値、または、システム帯域幅にお
ける干渉雑音比、または、システム帯域幅における干渉の出力密度の平均値、または、シ
ステム帯域幅における平均干渉雑音比、または、システム帯域幅における干渉の状況を表
示可能な他の値である（ステップＳ５０５およびＳ５１０）。本実施例は、干渉過負荷の
システム平均のコードと、干渉の強度のビットマップとをカスケーディングした実施例と
みなすことができる。
【０１８３】
　図３に示す干渉過負荷シーンを使用する。該実施例の概略図は、図１６に示すとおりで
ある。システム帯域幅における干渉雑音比を、システム帯域幅における干渉の状況を図る
量とする。まず、基地局は、システムの帯域幅（９６個の周波数スペクトルリソースブロ
ック）における干渉雑音比ＫＡを算出する。例えば、それが「低干渉過負荷」のエリアに
位置されている場合、表１により得られるシステム帯域幅における干渉過負荷コードは「
０１」である。その後、それぞれの周波数スペクトルリソースブロックの干渉雑音比をＫ

Ａと比較して、４、５、６番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉雑音比がＫＡよ
り大きいことを確認する。従って、生成される周波数スペクトルリソースブロックの干渉
の強度のビットマップは、「０００１１１００００」である。該ビットマップとシステム
帯域幅における干渉過負荷コードとをカスケーディングして、１～１０番の周波数スペク
トルリソースブロックの干渉過負荷インジケータのシグナリングを取得すると、「０１||
０００１１１００００」である。ここで、符号「||」は、単にビットのカスケーディング
を表すものであり、実際に伝送されるシグナリングにおいては相応する表示は存在しない
。そのシグナリングサイズは、２＋１０＝１２ビットである。
【０１８４】
　該干渉過負荷インジケータを受信した基地局は、まず、前の２ビットを取り出して、表
１によって、システム帯域幅における干渉過負荷レベルを得ると、「低」である。これに
より、干渉過負荷の全体の状況を把握することができる。その後、後の１０ビットから、
１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷のおおよその状況を取得す
ると、４、５、６番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉の過負荷の状況がシステ
ム帯域幅における干渉過負荷レベルを上回っていることが分かる。基地局が干渉過負荷イ
ンジケータに対するデコーディングは、ここまで行うこともできるが、更に表１０によっ
て具体的な干渉過負荷レベルをデコーディングすることもできる。その結果は、１～１０
番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷レベルが「無、無、無、中、中、中
、無、無、無、無」である。
【０１８５】
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【表１０】

【０１８６】
　ここで、表１０は、干渉過負荷デコーディングテーブルの一例にすぎず、行索引は、シ
ステム帯域幅における干渉過負荷レベルを意味し、列索引は、周波数スペクトルリソース
ブロックの干渉の強度のビットを意味する。該表における数値は、デコーディング後の干
渉過負荷レベルである。なお、表１０に示す干渉過負荷デコーディングテーブルは一例に
すぎず、実際の応用において、その他の干渉過負荷デコーディングテーブルを用いること
ができる。すなわち、デコーディングテーブルにおける値が単一の値であることを満たす
ならば、本発明は実施可能である（ステップＳ５０５）。
【０１８７】
　干渉過負荷デコーディングの結果によると、１、４、５番の周波数スペクトルリソース
ブロックの干渉過負荷レベルに相対的に小さい誤りに発生し、「低」、「低」、および「
高」ののそれぞれから、「無」、「中」、および「中」のそれぞれに誤ってデコーディン
グされている。これは、干渉の強度のビットマップが多段の干渉過負荷を区別できないた
めに生じた誤りである。
【０１８８】
　上記のシグナリングの長所は、シグナリングサイズが相対的に小さいこと、および干渉
過負荷の状況が全体的に把握できることであり、欠点は、それぞれの周波数スペクトルリ
ソースブロックにおける具体的な干渉過負荷の状況が正確でないことである。
【０１８９】
　例１３：システム帯域幅における干渉過負荷コードおよび周波数スペクトルリソースブ
ロックの干渉の強度のビットマップとをカスケーディングしたシグナリング。
【０１９０】
　まず、基地局は、システム帯域幅における干渉過負荷レベルを計算し、相応するシステ
ム帯域幅における干渉過負荷コードを得る。更に、システム帯域幅における干渉の状況を
新しいしきい値ＫＡと設定する。その後、それぞれの周波数スペクトルリソースブロック
の干渉の状況を該しきい値ＫＡと比較し、その比較結果をビットマップの方式で表示する
。つまり、長さが周波数スペクトルリソースブロックの数と同様であるビットシリーズを
構成する。それぞれのビットは、１つの周波数スペクトルリソースブロックに対応する。
周波数スペクトルリソースブロックの干渉の状況がＫＡを上回る場合のビットは、１であ
り、そうでない場合のビットは、０である。これにより、周波数スペクトルリソースブロ
ックの干渉の強度のビットマップが生成される。該ビットマップとシステム帯域幅におけ
る干渉過負荷コードとカスケーディングして、干渉過負荷インジケータのシグナリングと
する。上記システム帯域幅における干渉の状況は、システム帯域幅における干渉過負荷レ
ベル、または、システム帯域幅における干渉の出力密度値、または、システム帯域幅にお
ける干渉雑音比、または、システム帯域幅における干渉の出力密度の平均値、または、シ
ステム帯域幅における平均干渉雑音比、または、システム帯域幅における干渉の状況を表
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示可能な他の値である（ステップＳ５０５およびＳ５１０）。本実施例は、干渉過負荷の
システム平均のコードと、干渉の強度のビットマップとをカスケーディングした実施例と
みなすことができる。
【０１９１】
　図４に示す干渉過負荷シーンを使用する。該実施例の概略図は、図１７に示すとおりで
ある。システム帯域幅における干渉雑音比を、システム帯域幅における干渉の状況を図る
量とする。まず、基地局は、システムの帯域幅（９６個の周波数スペクトルリソースブロ
ック）における干渉雑音比ＫＡを算出する。例えば、それが「低干渉過負荷」のエリアに
位置されている場合、表２により得られるシステム帯域幅における干渉過負荷コードは「
０１」である。その後、それぞれの周波数スペクトルリソースブロックの干渉雑音比をＫ

Ａと比較して、４、５、６番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉雑音比がＫＡよ
り大きいことを確認する。従って、生成される周波数スペクトルリソースブロックの干渉
の強度のビットマップは、「０００１１１００００」である。該ビットマップとシステム
帯域幅における干渉過負荷コードとをカスケーディングして、１～１０番の周波数スペク
トルリソースブロックの干渉過負荷インジケータのシグナリングを取得すると、「０１||
０００１１１００００」である。ここで、符号「||」は、単にビットのカスケーディング
を表すものであり、実際に伝送されるシグナリングにおいては相応する表示は存在しない
。そのシグナリングサイズは、２＋１０＝１２ビットである。
【０１９２】
　該干渉過負荷インジケータを受信した基地局は、まず、前の２ビットを取り出して、表
２によって、システム帯域幅における干渉過負荷レベルを得ると、「低」である。これに
より、干渉過負荷の全体の状況を把握することができる。その後、後の１０ビットから、
１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷のおおよその状況を取得す
ると、４、５、６番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉の過負荷の状況がシステ
ム帯域幅における干渉過負荷レベルを上回っていることが分かる。基地局が干渉過負荷イ
ンジケータに対するデコーディングは、ここまで行うこともできるが、更に表１１によっ
て具体的な干渉過負荷レベルをデコーディングすることもできる。その結果は、１～１０
番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷レベルが「低、低、低、中、中、中
、低、低、低、低」である。
【０１９３】
【表１１】

【０１９４】
　ここで、表１１は、干渉過負荷デコーディングテーブルの一例にすぎず、行索引は、シ
ステム帯域幅における干渉過負荷レベルを意味し、列索引は、周波数スペクトルリソース
ブロックの干渉の強度のビットを意味する。該表における数値は、デコーディング後の干
渉過負荷レベルである。なお、表１１に示す干渉過負荷デコーディングテーブルは一例に
すぎず、実際の応用において、その他の干渉過負荷デコーディングテーブルを用いること
ができる。すなわち、デコーディングテーブルにおける値が単一の値であることを満たす
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ならば、本発明は実施可能である（ステップＳ５０５）。
【０１９５】
　干渉過負荷デコーディングの結果によると、１および５番の周波数スペクトルリソース
ブロックの干渉過負荷レベルに相対的に小さい誤りに発生し、「中」および「高」のそれ
ぞれから、「低」および「中」のそれぞれに誤ってデコーディングされている。これは、
干渉の強度のビットマップが多段の干渉過負荷を区別できないために生じた誤りである。
【０１９６】
　上記のシグナリングの長所は、シグナリングサイズが相対的に小さいこと、および干渉
過負荷の状況が全体的に把握できることであり、欠点は、それぞれの周波数スペクトルリ
ソースブロックにおける具体的な干渉過負荷の状況が正確でないことである。
【０１９７】
　例１４：システム帯域幅における干渉過負荷コードと、周波数スペクトルリソースブロ
ックの干渉強度のビットマップと、干渉が相対的に大きい周波数スペクトルリソースブロ
ックの干渉過負荷コードシリーズとをカスケーディングしたシグナリング。
【０１９８】
　まず、基地局は、システム帯域幅における干渉過負荷レベルを計算し、相応するシステ
ム帯域幅における干渉過負荷コードを得る。更に、システム帯域幅における干渉の状況を
新しいしきい値ＫＡと設定する。その後、それぞれの周波数スペクトルリソースブロック
の干渉の状況を該しきい値ＫＡと比較し、その比較結果をビットマップの方式で表示する
。つまり、長さが周波数スペクトルリソースブロックの数と同様であるビットシリーズを
構成する。それぞれのビットは、１つの周波数スペクトルリソースブロックに対応する。
周波数スペクトルリソースブロックの干渉の状況がＫＡを上回る場合のビットは、１であ
り、そうでない場合のビットは、０である。これにより、周波数スペクトルリソースブロ
ックの干渉の強度のビットマップが生成される。受ける干渉が相対的に大きい周波数スペ
クトルリソースブロック（ビットマップの中で１に対応する周波数スペクトルリソースブ
ロック）に対して、その干渉過負荷コードを得て、順次に干渉過負荷コードシリーズを構
成する。該干渉過負荷コードシリーズを、周波数スペクトルリソースブロックの干渉強度
のビットマップとカスケーディングし、更に、システム帯域幅における干渉過負荷コード
とカスケーディングして、干渉過負荷インジケータのシグナリングとする（ステップＳ５
０５およびＳ５１０）。本実施例は、干渉過負荷のシステム平均のコードと、干渉の強度
のビットマップと、干渉過負荷コードとをカスケーディングした実施例とみなすことがで
きる。ここでは、干渉が相対的に高い全ての過負荷レベルに対してコーディングを行なう
干渉過負荷コードの実施例が記載されている。
【０１９９】
　図３に示す干渉過負荷シーンを使用する。該実施例の概略図は、図１８に示すとおりで
ある。システム帯域幅における干渉雑音比を、システム帯域幅における干渉の状況を図る
量とする。まず、基地局は、システムの帯域幅（９６個の周波数スペクトルリソースブロ
ック）における干渉雑音比ＫＡを算出する。例えば、それが「低干渉過負荷」のエリアに
位置されている場合、表１により得られるシステム帯域幅における干渉過負荷コードは「
０１」である。その後、それぞれの周波数スペクトルリソースブロックの干渉雑音比をＫ

Ａと比較して、４、５、６番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉雑音比がＫＡよ
り大きいことを確認する。従って、生成される周波数スペクトルリソースブロックの干渉
の強度のビットマップは、「０００１１１００００」である。
【０２００】
　ビットマップの中で１に対応する周波数スペクトルリソースブロック（第４、５、６番
の周波数スペクトルリソースブロック）について、表１によって、それぞれその干渉過負
荷コードを得て、順次に干渉過負荷コードシリーズ「０１１１１０」を構成する（ステッ
プＳ５０５）。該シリーズを周波数スペクトルリソースブロックの干渉強度のビットマッ
プとカスケーディングし、更に、システム帯域幅における干渉過負荷コードとカスケーデ
ィングして、１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷インジケータ
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のシグナリング「０１||０００１１１００００||０１１１１０」を得ることができる。こ
こで、符号「||」は、単にビットのカスケーディングを表すものであり、実際に伝送され
るシグナリングにおいては相応する表示は存在しない。そのシグナリングサイズは、２＋
１０＋６＝１８ビットである（ステップＳ５１０）。
【０２０１】
　該干渉過負荷インジケータを受信した基地局は、まず、前の２ビットを取り出し、表１
によって、システム帯域幅における干渉過負荷レベルを得ると、「低」である。これによ
り、干渉過負荷の全体の状況を把握することができる。その後、中の１０ビットから、１
～１０番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷のおおよその状況を取得する
と、４、５、６番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉の過負荷の状況がシステム
帯域幅における干渉過負荷レベルを上回っていることが分かる。
【０２０２】
　最後に、後の６ビットから、表１により、第４、５、６番の周波数スペクトルリソース
ブロックの干渉過負荷レベルはそれぞれ「低」、「高」、「中」であり、その他の周波数
スペクトルリソースブロックの干渉過負荷レベルは、「無」と判断する。従って、表１０
によってデコーディングを行うと、最後の１～１０番の周波数スペクトルリソースブロッ
クの干渉過負荷レベルは、「無、無、無、低、高、中、無、無、無、無」である。ここで
、１番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷レベルには、相対的に小さい誤
りが発生している。すなわち、「低」から「無」に誤ってデコーディングしている。これ
は、干渉強度ビットマップが多段の干渉の過負荷を区別することができないことにより生
じた誤りである。
【０２０３】
　上記のシグナリングの長所は、シグナリングサイズが相対的に小さいこと、および干渉
過負荷の状況が全体的に把握できることであり、欠点は、それぞれの周波数スペクトルリ
ソースブロックにおける具体的な干渉過負荷の状況が正確でないことである。ここで、一
段階の干渉過負荷を利用する場合（「干渉過負荷レベル有り」および「干渉過負荷レベル
無し」のみが存在する場合）、本発明は、周波数スペクトルリソースブロックの干渉強度
ビットマップとシステム帯域幅における干渉過負荷コードとをカスケーディングすること
のみで、干渉過負荷インジケータのシグナリングを構成することができる。該シグナリン
グの情報量は、干渉過負荷の状況を表示するに十分であり、干渉過負荷コードシリーズを
送信する必要はない。
【０２０４】
　例１５：システム帯域幅における干渉過負荷コードと、周波数スペクトルリソースブロ
ックの干渉強度のビットマップと、干渉が相対的に大きい周波数スペクトルリソースブロ
ックの干渉過負荷コードシリーズとをカスケーディングしたシグナリング。
【０２０５】
　まず、基地局は、システム帯域幅における干渉過負荷レベルを計算し、相応するシステ
ム帯域幅における干渉過負荷コードを得る。更に、システム帯域幅における干渉の状況を
新しいしきい値ＫＡと設定する。その後、それぞれの周波数スペクトルリソースブロック
の干渉の状況を該しきい値ＫＡと比較し、その比較結果をビットマップの方式で表示する
。つまり、長さが周波数スペクトルリソースブロックの数と同様であるビットシリーズを
構成する。それぞれのビットは、１つの周波数スペクトルリソースブロックに対応する。
周波数スペクトルリソースブロックの干渉の状況がＫＡを上回る場合のビットは、１であ
り、そうでない場合のビットは、０である。これにより、周波数スペクトルリソースブロ
ックの干渉の強度のビットマップが生成される。受ける干渉が相対的に大きい周波数スペ
クトルリソースブロック（ビットマップの中で１に対応する周波数スペクトルリソースブ
ロック）に対して、その干渉過負荷コードを得て、順次に干渉過負荷コードシリーズを構
成する。該干渉過負荷コードシリーズを、周波数スペクトルリソースブロックの干渉強度
のビットマップとカスケーディングし、更に、システム帯域幅における干渉過負荷コード
とカスケーディングして、干渉過負荷インジケータのシグナリングとする（ステップＳ５
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０５およびＳ５１０）。本実施例は、干渉過負荷のシステム平均のコードと、干渉の強度
のビットマップと、干渉過負荷コードとをカスケーディングした実施例とみなすことがで
きる。ここでは、干渉が相対的に高く、かつ最も低い干渉過負荷レベルを除いた干渉過負
荷レベルに対してコーディングを行なう高干渉過負荷コードの実施例が記載されている。
【０２０６】
　図４に示す干渉過負荷シーンを使用する。該実施例の概略図は、図１９に示すとおりで
ある。システム帯域幅における干渉雑音比を、システム帯域幅における干渉の状況を図る
量とする。まず、基地局は、システムの帯域幅（９６個の周波数スペクトルリソースブロ
ック）における干渉雑音比ＫＡを算出する。例えば、それが「低干渉過負荷」のエリアに
位置されている場合、表２により得られるシステム帯域幅における干渉過負荷コードは「
０１」である。その後、それぞれの周波数スペクトルリソースブロックの干渉雑音比をＫ

Ａと比較して、４、５、６番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉雑音比がＫＡよ
り大きいことを確認する。従って、生成される周波数スペクトルリソースブロックの干渉
の強度のビットマップは、「０００１１１００００」である。
【０２０７】
　ビットマップの中で１に対応する周波数スペクトルリソースブロック（第４、５、６番
の周波数スペクトルリソースブロック）について、表１によって、それぞれその干渉過負
荷コードを得て、順次に干渉過負荷コードシリーズ「０１１１１０」を構成する（ステッ
プＳ５０５）。該シリーズを周波数スペクトルリソースブロックの干渉強度のビットマッ
プとカスケーディングし、更に、システム帯域幅における干渉過負荷コードとカスケーデ
ィングして、１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷インジケータ
のシグナリング「０１||０００１１１００００||０１１１１０」を得ることができる。こ
こで、符号「||」は、単にビットのカスケーディングを表すものであり、実際に伝送され
るシグナリングにおいては相応する表示は存在しない。そのシグナリングサイズは、２＋
１０＋６＝１８ビットである（ステップＳ５１０）。
【０２０８】
　該干渉過負荷インジケータを受信した基地局は、まず、前の２ビットを取り出し、表１
によって、システム帯域幅における干渉過負荷レベルを得ると、「低」である。これによ
り、干渉過負荷の全体の状況を把握することができる。その後、中の１０ビットから、１
～１０番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷のおおよその状況を取得する
と、４、５、６番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉の過負荷の状況がシステム
帯域幅における干渉過負荷レベルを上回っていることが分かる。最後に、後の６ビットか
ら、表１により、第４、５、６番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷レベ
ルはそれぞれ「中」、「高」、「中」であり、その他の周波数スペクトルリソースブロッ
クの干渉過負荷レベルは、「低」と判断する。従って、表１０によってデコーディングを
行うと、最後の１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷レベルは、
「低、低、低、中、高、中、低、低、低、低」である。ここで、１番の周波数スペクトル
リソースブロックの干渉過負荷レベルには、相対的に小さい誤りが発生している。すなわ
ち、「中」から「低」に誤ってデコーディングしている。これは、干渉強度ビットマップ
が多段の干渉の過負荷を区別することができないことから生じた誤りである。
【０２０９】
　上記のシグナリングの長所は、シグナリングサイズが相対的に小さいこと、および干渉
過負荷の状況が全体的に把握できることである。ここで、一段階の干渉過負荷を利用する
場合（「干渉過負荷レベル有り」および「干渉過負荷レベル無し」のみが存在する場合）
、本発明は、周波数スペクトルリソースブロックの干渉強度ビットマップとシステム帯域
幅における干渉過負荷コードとをカスケーディングすることのみで、干渉過負荷インジケ
ータのシグナリングを構成することができる。該シグナリングの情報量は、干渉過負荷の
状況を表示するに十分であり、干渉過負荷コードシリーズを送信する必要はない。
【０２１０】
　例１６：システム帯域幅における干渉過負荷コードと、周波数スペクトルリソースブロ
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クの干渉過負荷差分コードシリーズとをカスケーディングしたシグナリング。
【０２１１】
　まず、基地局は、システム帯域幅における干渉過負荷レベルを計算し、相応するシステ
ム帯域幅における干渉過負荷コードを得る。更に、システム帯域幅における干渉の状況を
新しいしきい値ＫＡと設定する。その後、それぞれの周波数スペクトルリソースブロック
の干渉の状況を該しきい値ＫＡと比較し、その比較結果をビットマップの方式で表示する
。つまり、長さが周波数スペクトルリソースブロックの数と同様であるビットシリーズを
構成する。それぞれのビットは、１つの周波数スペクトルリソースブロックに対応する。
周波数スペクトルリソースブロックの干渉の状況がＫＡを上回る場合のビットは、１であ
り、そうでない場合のビットは、０である。これにより、周波数スペクトルリソースブロ
ックの干渉の強度のビットマップが生成される。本実施例は、干渉過負荷のシステム平均
のコードと、干渉の強度のビットマップと、干渉過負荷差分コードとをカスケーディング
した実施例とみなすことができる。ここでは、干渉が相対的に高い全ての干渉過負荷レベ
ルに対して差分コーディングを行なう実施例が記載されている。
【０２１２】
　受ける干渉が相対的に大きい周波数スペクトルリソースブロック（ビットマップの中で
１に対応する周波数スペクトルリソースブロック）に対して、干渉過負荷差分コードを利
用し、システム帯域幅における干渉過負荷レベルを差分参考値とし、干渉の相対的に大き
い周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷レベルを該差分参考値の差分コードと
する。差分コーディングの効果は、コードのビット数を減らすことにある。すなわち、比
較的に少ないビットを用いて、周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷レベルと
差分参考値の変化量をコーディングすることができる。差分コーディングは、一般的に差
分コーティングテーブルと差分デコーディングテーブルとを利用して実現する。差分コー
ティングテーブルと差分デコーディングテーブルとに基づいて取得した干渉過負荷差分コ
ードシリーズと周波数スペクトルリソースブロックの干渉強度ビットマップをカスケーデ
ィングし、更に、システム帯域幅における干渉過負荷コードとカスケーディングして、干
渉過負荷インジケータのシグナリングとする（ステップＳ５０５およびＳ５１０）。
【０２１３】
　図３に示す干渉過負荷シーンを使用する。該実施例の概略図は、図２０に示すとおりで
ある。まず、表１２を干渉過負荷差分コーディングテーブルとし、行索引は、システム帯
域幅における干渉過負荷レベルを意味し、列索引は、デコーディング待ちの干渉過負荷レ
ベルを意味する。表中の値は、行索引条件と列索引条件の差分コード値を満たす。また、
受ける干渉の相対的に大きい周波数スペクトルリソースブロックのみに対して差分コーデ
ィングを行うため、デコーディング待ちの干渉過負荷レベルは、システム帯域幅における
干渉過負荷レベルより大きいかまたは等しい。従って、表１２中は「空」という値がある
。
【０２１４】
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【表１２】

【０２１５】
　表１２は、干渉過負荷差分デコーディングテーブルに対応する。表１３は、干渉過負荷
差分デコーディングテーブルの一例であり、行索引は、システム帯域幅における干渉過負
荷レベルを意味し、列索引は、干渉過負荷差分コードを意味し、表中の値は、デコーディ
ングされた干渉過負荷レベルを意味する。
【０２１６】

【表１３】

【０２１７】
　ここで、表１２および表１３に示す干渉過負荷差分コーディングテーブルと干渉過負荷
差分デコーディングテーブルとは、差分コーディングの応用の一例にすぎず、実際の応用
において、その他の干渉過負荷差分コーディングテーブルと干渉過負荷差分デコーディン
グテーブルとを用いることができる。すなわち、コーディングテーブルとデコーディング
テーブルとにおける値が単一の値であることを満たすならば、本発明は実施可能である（
ステップＳ５０５）。
【０２１８】
　まず、基地局は、システムの帯域幅（９６個の周波数スペクトルリソースブロック）に
おける干渉雑音比ＫＡを算出する。例えば、それが「低干渉過負荷」のエリアに位置され
ている場合、表１により得られるシステム帯域幅における干渉過負荷コードは「０１」で
ある。その後、それぞれの周波数スペクトルリソースブロックの干渉雑音比をＫＡと比較
し、比較結果に基づいて生成された周波数スペクトルリソースブロックの干渉強度ビット
マップは、「０００１１１００００」である。ビットマップの中で１に対応する周波数ス
ペクトルリソースブロック（第４、５、６番の周波数スペクトルリソースブロック）につ
いて、システム帯域幅における干渉過負荷レベルが「低」であること、および表１２に基
づいて、干渉過負荷差分コードシリーズ「０１１」が得られる（ステップＳ５０５）。
【０２１９】
　該干渉過負荷差分コードシリーズと、周波数スペクトルリソースブロックの干渉強度ビ
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ットマップをカスケーディングし、更に、システム帯域幅における干渉過負荷コードとカ
スケーディングすると、得られる１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉
過負荷インジケータのシグナリングは「０１||０００１１１００００||０１１」である。
ここで、符号「||」は、単にビットのカスケーディングを表すものであり、実際に伝送さ
れるシグナリングにおいては相応する表示は存在しない。そのシグナリングサイズは、２
＋１０＋３＝１５ビットである（ステップＳ５１０）。
【０２２０】
　該干渉過負荷インジケータを受信した基地局は、まず、前の２ビットを取り出し、表１
によって、システム帯域幅における干渉過負荷レベルを得ると、「低」である。これによ
り、干渉過負荷の全体の状況を把握することができる。その後、中の１０ビットから、１
～１０番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷のおおよその状況を取得する
と、４、５、６番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉の過負荷の状況がシステム
帯域幅における干渉過負荷レベルを上回っていることが分かる。最後に、後の３ビットか
ら、表１３により、第４、５、６番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷レ
ベルはそれぞれ「低」、「中」、「中」であり、その他の周波数スペクトルリソースブロ
ックの干渉過負荷レベルは、「無」と判断する。従って、表１０によってデコーディング
を行うと、最後の１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷レベルは
、「無、無、無、低、中、中、無、無、無、無」である。ここで、１、５番の周波数スペ
クトルリソースブロックの干渉過負荷レベルには、相対的に小さい誤りが発生している。
すなわち、「低」、「高」から「無」、「中」に誤ってデコーディングされている。これ
は、干渉強度ビットマップが多段の干渉の過負荷を区別することができないことから生じ
た誤りである。
【０２２１】
　上記のシグナリングの長所は、シグナリングサイズが相対的に小さいこと、および干渉
過負荷の状況が全体的に把握できることであり、欠点は、干渉過負荷デコーディングに誤
差が生ずる問題が存在することである。ここで、一段階の干渉過負荷を利用する場合（「
干渉過負荷レベル有り」および「干渉過負荷レベル無し」のみが存在する場合）、本発明
は、周波数スペクトルリソースブロックの干渉強度ビットマップとシステム帯域幅におけ
る干渉過負荷コードとをカスケーディングすることのみで、干渉過負荷インジケータのシ
グナリングを構成することができる。該シグナリングの情報量は、干渉過負荷の状況を表
示するに十分であり、干渉過負荷コードシリーズを送信する必要はない。
【０２２２】
　例１７：システム帯域幅における干渉過負荷コードと、周波数スペクトルリソースブロ
ックの干渉強度ビットマップと、干渉の相対的に大きい周波数スペクトルリソースブロッ
クの干渉過負荷差分コードシリーズとをカスケーディングしたシグナリング。
【０２２３】
　まず、基地局は、システム帯域幅における干渉過負荷レベルを計算し、相応するシステ
ム帯域幅における干渉過負荷コードを得る。更に、システム帯域幅における干渉の状況を
新しいしきい値ＫＡと設定する。その後、それぞれの周波数スペクトルリソースブロック
の干渉の状況を該しきい値ＫＡと比較し、その比較結果をビットマップの方式で表示する
。つまり、長さが周波数スペクトルリソースブロックの数と同様であるビットシリーズを
構成する。それぞれのビットは、１つの周波数スペクトルリソースブロックに対応する。
周波数スペクトルリソースブロックの干渉の状況がＫＡを上回る場合のビットは、１であ
り、そうでない場合のビットは、０である。これにより、周波数スペクトルリソースブロ
ックの干渉の強度のビットマップが生成される。本実施例は、干渉過負荷のシステム平均
のコードと、干渉の強度のビットマップと、干渉過負荷コードとをカスケーディングした
実施例とみなすことができる。ここでは、干渉が相対的に高く、かつ最も低い干渉過負荷
レベルを除いた干渉過負荷レベルに対して差分コーディングを行なう実施例が記載されて
いる。
【０２２４】
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　受ける干渉が相対的に大きい周波数スペクトルリソースブロック（ビットマップの中で
１に対応する周波数スペクトルリソースブロック）に対して、干渉過負荷差分コードを利
用し、システム帯域幅における干渉過負荷レベルを差分参考値とし、干渉の相対的に大き
い周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷レベルを該差分参考値の差分コードと
する。差分コーディングの効果は、コードのビット数を減らすことにあり、すなわち、比
較的に少ないビットを用いて、周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷レベルと
差分参考値の変化量をコーディングすることができる。差分コーディングは、一般的に、
差分コーティングテーブルと差分デコーディングテーブルとを利用して実現する。差分コ
ーティングテーブルと差分デコーディングテーブルとに基づいて取得した干渉過負荷差分
コードシリーズと周波数スペクトルリソースブロックの干渉強度ビットマップをカスケー
ディングし、更に、システム帯域幅における干渉過負荷コードとカスケーディングして、
干渉過負荷インジケータのシグナリングとする（ステップＳ５０５およびＳ５１０）。
【０２２５】
　図４に示す干渉過負荷シーンを使用する。該実施例の概略図は、図２１に示すとおりで
ある。まず、表１４を干渉過負荷差分コーディングテーブルとし、行索引は、システム帯
域幅における干渉過負荷レベルを意味し、列索引は、デコーディング待ちの干渉過負荷レ
ベルを意味する。表中の値は、行索引条件と列索引条件の差分コード値を満たす。また、
受ける干渉の相対的に大きい周波数スペクトルリソースブロックのみに対して差分コーデ
ィングを行うため、デコーディング待ちの干渉過負荷レベルは、システム帯域幅における
干渉過負荷レベルより大きいかまたは等しい。従って、表１４中は「空」という値がある
。
【０２２６】
【表１４】

【０２２７】
　表１４は、干渉過負荷差分デコーディングテーブルに対応する。表１５は、干渉過負荷
差分デコーディングテーブルの一例であり、行索引は、システム帯域幅における干渉過負
荷レベルを意味し、列索引は、干渉過負荷差分コードを意味し、表中の値は、デコーディ
ングされた干渉過負荷レベルを意味する。
【０２２８】
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【表１５】

【０２２９】
　ここで、表１４および表１５に示す干渉過負荷差分コーディングテーブルと干渉過負荷
差分デコーディングテーブルは、差分コーディングの応用の一例にすぎず、実際の応用に
おいて、その他の干渉過負荷差分コーディングテーブルと干渉過負荷差分デコーディング
テーブルを用いることができる。すなわち、コーディングテーブルとデコーディングテー
ブルにおける値が単一の値であることを満たすならば、本発明は実施可能である（ステッ
プＳ５０５）。
【０２３０】
　まず、基地局は、システムの帯域幅（９６個の周波数スペクトルリソースブロック）に
おける干渉雑音比ＫＡを算出する。例えば、それが「低干渉過負荷」のエリアに位置され
ている場合、表２により得られるシステム帯域幅における干渉過負荷コードは「０１」で
ある。その後、それぞれの周波数スペクトルリソースブロックの干渉雑音比をＫＡと比較
し、比較結果に基づいて生成された周波数スペクトルリソースブロックの干渉強度ビット
マップは、「０００１１１００００」である。
【０２３１】
　ビットマップの中で１に対応する周波数スペクトルリソースブロック（第４、５、６番
の周波数スペクトルリソースブロック）について、システム帯域幅における干渉過負荷レ
ベルが「低」であること、および表１２に基づいて、干渉過負荷差分コードシリーズ「０
１０」が得られる（ステップＳ５０５）。該干渉過負荷差分コードシリーズと、周波数ス
ペクトルリソースブロックの干渉強度ビットマップをカスケーディングし、更に、システ
ム帯域幅における干渉過負荷コードとカスケーディングして、得られた１～１０番の周波
数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷インジケータのシグナリングは「０１||００
０１１１００００||０１０」である。ここで、符号「||」は、単にビットのカスケーディ
ングを表すものであり、実際に伝送されるシグナリングにおいては相応する表示は存在し
ない。そのシグナリングサイズは、２＋１０＋３＝１５ビットである（ステップＳ５１０
）。
【０２３２】
　該干渉過負荷インジケータを受信した基地局は、まず、前の２ビットを取り出して、表
２によって、システム帯域幅における干渉過負荷レベルを得ると、「低」である。これに
より、干渉過負荷の全体の状況を把握することができる。その後、中の１０ビットから、
１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷のおおよその状況を取得す
ると、４、５、６番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉の過負荷の状況がシステ
ム帯域幅における干渉過負荷レベルを上回っていることが分かる。最後に、後の３ビット
から、表１５により、第４、５、６番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷
レベルはそれぞれ 「中」、「高」、「中」であり、その他の周波数スペクトルリソース
ブロックの干渉過負荷レベルは、「無」と判断する。従って、表１１によってデコーディ
ングを行うと、最後の１～１０番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷レベ
ルは、「低、低、低、中、高、中、低、低、低、低」である。ここで、１番の周波数スペ
クトルリソースブロックの干渉過負荷レベルには、相対的に小さい誤りが発生している。
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すなわち、「中」から「低」に誤ってデコーディングされている。これは、干渉強度ビッ
トマップが多段の干渉の過負荷を区別することができないことから生じた誤りである。
【０２３３】
　上記のシグナリングの長所は、シグナリングサイズが相対的に小さいこと、および干渉
過負荷の状況が全体的に把握できることであり、欠点は、干渉過負荷デコーディングに誤
差が生ずる問題が存在することである。ここで、一段階の干渉過負荷を利用する場合（「
干渉過負荷レベル有り」および「干渉過負荷レベル無し」のみが存在する場合）、本発明
は、周波数スペクトルリソースブロックの干渉強度ビットマップとシステム帯域幅におけ
る干渉過負荷コードとをカスケーディングすることのみで、干渉過負荷インジケータのシ
グナリングを構成することができる。該シグナリングの情報量は、干渉過負荷の状況を表
示するに十分であり、干渉過負荷コードシリーズを送信する必要はない。
【０２３４】
　例１８：干渉過負荷状態コードシリーズのシグナリング。
【０２３５】
　すべての可能な干渉過負荷レベルシリーズを列挙し、このシリーズのグループを過負荷
の状態の集合体と称する。毎種の干渉過負荷レベルシリーズに対して、２進数のシリーズ
でマッピングコーディングを行う。該方法は、一般的に、状態コーディングテーブルと状
態デコーディングテーブルとを利用して実現する。状態コーディングテーブルと状態デコ
ーディングテーブルとにより得られた干渉過負荷状態コードを、干渉過負荷インジケータ
のシグナリングとする（ステップＳ５０５およびＳ５１０）。本実施例は、干渉過負荷の
状態マッピングコーディングの実施例とみなすことができる。本実施例では、１対１のマ
ッピングを採用する。
【０２３６】
　図４に示す干渉過負荷シーンを使用する。該実施例の概略図は、図２２に示すとおりで
ある。まず、表１６を干渉過負荷の状態コーディングテーブルとする。ここで、第１列は
干渉過負荷レベルシリーズであり、それぞれの干渉過負荷レベルシリーズは、１つの干渉
過負荷状態コードに唯一に対応する（第２列にある）。９６個の周波数スペクトルリソー
スブロックにおいて、いずれの周波数スペクトルリソースブロックも３種類の可能な干渉
過負荷レベルがあるため、干渉過負荷状態の集合体には、合計で３９６の状態があり、２
進数のシリーズでコーディングすると、少なくとも１５３ビット（２１５３≧３９６＞２
１５２）がなければ、干渉過負荷レベルシリーズと干渉過負荷状態コードとの間には、１
対１のマッピング関係を確保することができない。
【０２３７】
【表１６】

【０２３８】
　表１６は、干渉過負荷状態デコーディングテーブルに対応する。表１７に示すように、
表１７の第１列は干渉過負荷状態コードであり、それぞれの干渉過負荷レベルシリーズは
、１つの干渉過負荷状態コードに唯一に対応する（第２列にある）。用いられる干渉状態
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コードのビット数Ｍが１５３より小さい場合、表１６は３９６行があり、表１７は２Ｍ行
のみがあるため、コーディング可能な干渉過負荷レベルシリーズの数は、干渉過負荷レベ
ルシリーズの総数より少ない。従って、干渉過負荷のデコーディングには誤りが生ずる。
しかし、Ｍが小さいほど干渉過負荷インジケータのシグナリングサイズも小さくなる。本
例において、Ｍ＝１５３と設定して、干渉過負荷レベルシリーズと干渉過負荷状態コード
が１対１のマッピング関係を確保する。
【０２３９】
【表１７】

【０２４０】
　ここで、表１６および表１７に示す干渉過負荷状態コーディングテーブルと干渉過負荷
状態デコーディングテーブルとは、干渉過負荷状態デコーディングの応用の一例にすぎず
、実際の応用において、その他の干渉過負荷状態コーディングテーブルと干渉過負荷状態
デコーディングテーブルとを用いることができる。すなわち、コーディングテーブルとデ
コーディングテーブルとにおける値が単一の値であることを満たすならば、本発明は実施
可能である（ステップＳ５０５）。
【０２４１】
　１～９６番の周波数スペクトルリソースブロックについて、得られた干渉過負荷レベル
シリーズは、「中、低、低、中、高、中、低、低、低、低……」であり、表１６から干渉
過負荷状態コードが「１１０１０……０１０」であることが得られる。該干渉過負荷状態
コードを、１～９６番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷インジケータの
シグナリングとし、そのシグナリングサイズは１５３ビットである。
【０２４２】
　該干渉過負荷インジケータを受信した基地局は、受け取った干渉過負荷インジケータの
シグナリング（１５３ビット）により、表１７に基づいて、１～９６番の周波数スペクト
ルリソースブロックの干渉過負荷レベルが「中、低、低、中、高、中、低、低、低、低…
…」であることを確認する。該結果は、基地局が送信した干渉過負荷レベルと完全に一致
し、誤りがない。
【０２４３】
　上記のシグナリングの長所は、シグナリングの構造が簡単であり、負荷が相対的に小さ
いことであり、欠点は、状態コーディングテーブルおよび状態デコーディングテーブルの
記憶量が相対的に大きいことである。
【０２４４】
　例１９：サブバンドに基づく干渉過負荷状態コードシリーズのシグナリング。
【０２４５】
　まず、すべての周波数スペクトルリソースブロックを、複数のサブバンドに区分する。
本発明において、サブバンドの区分の仕方については、具体的な限定を行なわない。すな
わち、等しいサイズに区分してもよいし、ばらばらのサイズに区分してもよい。ここで、
それぞれのサブバンドの干渉過負荷レベルシリーズを、干渉過負荷レベルのサブシリーズ
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と称する。それぞれのサブバンドの中で、すべての可能な干渉過負荷レベルシリーズを列
挙し、このシリーズの集合体をそれぞれのサブバンドの干渉過負荷状態の集合体と呼び、
各種の干渉過負荷レベルシリーズに対して、２進数のシリーズでマッピングコーディング
を行う。該方法は、一般的に、状態コーディングテーブルと状態デコーディングテーブル
とを利用して実現する。状態コーディングテーブルと状態デコーディングテーブルとに基
づいて得られたそれぞれのサブバンドの干渉過負荷状態コードをカスケーディングして、
干渉過負荷インジケータのシグナリングとする（ステップＳ５０５およびＳ５１０）。本
実施例は、サブバンドに基づく干渉過負荷の状態マッピングコーディングの実施例とみな
すことができる。本実施例では、１対１のマッピングを採用する。
【０２４６】
　図４に示す干渉過負荷シーンを使用する。該実施例の概略図は、図２３に示すとおりで
ある。サブバンドは、等しい大きさに区分し、隣接する２つの周波数スペクトルリソース
ブロックを１つのストリップとする。まず、表１８を干渉過負荷状態コードの表とし、表
１８の第１列は干渉過負荷レベルシリーズであり、すべての干渉過負荷レベルシリーズは
、１つの干渉過負荷状態コードに唯一に対応する（第２列）。２つの周波数スペクトルリ
ソースブロックの中で、それぞれの周波数スペクトルリソースブロックは３種類の干渉過
負荷レベルが可能であるため、干渉過負荷状態の集合体には共に３２＝９の状態があり、
２進数のシリーズでコーディングを行うと、少なくとも４ビットがあれば（２４≧３２＞
２３）、干渉過負荷レベルシリーズと干渉過負荷状態コードとの間には、１対１のマッピ
ング関係を確保することができる。
【０２４７】

【表１８】

【０２４８】
　表１９は、干渉過負荷状態デコーディングテーブルに対応するが、表１９に示すように
、第１列は干渉過負荷状態コードであり、それぞれの干渉過負荷状態コードは、１つの干
渉過負荷レベルシリーズに唯一に対応する（第２列）。利用される干渉の状態コードのビ
ット数Ｍが４より小さい場合、表１８は９行あるが、表１９は２Ｍ行あり、デコーディン
グ可能な干渉過負荷レベルシリーズの数は干渉過負荷レベルシリーズの合計より少ないた
め、干渉過負荷デコーディングには誤りが生ずることを招く。しかし、Ｍが小さいほど、
干渉過負荷インジケータのシグナリングサイズも小さい。本例において、Ｍ＝４と設定さ
れ、干渉過負荷レベルシリーズと干渉過負荷状態コードとの間は、１対１のマッピング関
係を有する。
【０２４９】
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【表１９】

【０２５０】
　ここで、表１８および表１９に示す干渉過負荷状態コーディングテーブルと干渉過負荷
状態デコーディングテーブルとは、干渉過負荷状態デコーディングの応用の一例にすぎず
、実際の応用において、その他の干渉過負荷状態コーディングテーブルと干渉過負荷状態
デコーディングテーブルとを用いることができる。すなわち、コーディングテーブルとデ
コーディングテーブルにおける値が単一の値であることを満たすならば、本発明は実施可
能である（ステップＳ５０５）。
【０２５１】
　１～９６番の周波数スペクトルリソースブロックについて、得られた干渉過負荷レベル
シリーズは、「中、低、低、中、高、中、低、低、低、低……」であり、９６個の周波数
スペクトルリソースブロックは、合計４８個のストリップに分けることができる（それぞ
れのサブバンドは、２つの周波数スペクトルリソースブロックを含む）。それぞれのサブ
バンドに対して、表１８により、その干渉過負荷状態コードが得られる。たとえば、サブ
バンド１からサブバンド５の干渉過負荷状態コードは、順次に「００１１」、「０００１
」、「０１１１」、「００００」、「００００」であり（ステップＳ５０５）、更に、４
８個のサブバンドの干渉過負荷状態コードをカスケーディングして、１～９６番の周波数
スペクトルリソースブロックの干渉過負荷インジケータのシグナリングとする。そのシグ
ナリングサイズは、４×４８＝１９２ビットである（ステップＳ５１０）。
【０２５２】
　該干渉過負荷インジケータを受信した基地局は、受け取った干渉過負荷インジケータの
シグナリング（１９２ビット）により、４ビットを１組としてサブバンドの干渉過負荷状
態コードとし、更に、表１９に基づいて、１～９６番の周波数スペクトルリソースブロッ
クの干渉過負荷レベルが「中、低、低、中、高、中、低、低、低、低……」であることを
確認する。該結果は、基地局が送信した干渉過負荷レベルと完全に一致し、誤りがない。
【０２５３】
　上記のシグナリングの長所は、シグナリングの構造が簡単で、状態コーディングテーブ
ルと状態デコーディングテーブルの記憶容量が相対的に小さいことであり、欠点は、サブ
バンド内の過剰のコードが比較的に多い場合、シグナリングサイズが相対的に大きいこと
である。
【０２５４】
　例２０：サブバンドに基づく干渉過負荷状態コードシリーズのシグナリング。
【０２５５】
　まず、すべての周波数スペクトルリソースブロックを、複数のサブバンドに区分する。
本発明において、サブバンドの区分の仕方については、具体的な限定を行なわない。すな
わち、等しいサイズに区分してもよいし、ばらばらのサイズに区分してもよい。ここで、
それぞれのサブバンドの干渉過負荷レベルシリーズを、干渉過負荷レベルのサブシリーズ
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と称する。それぞれのサブバンドの中で、すべての可能な干渉過負荷レベルシリーズを列
挙し、このシリーズの集合体をそれぞれのサブバンドの干渉過負荷状態の集合体と呼び、
各種の干渉過負荷レベルシリーズに対して、２進数のシリーズでマッピングコーディング
を行う。該方法は、一般的に、状態コーディングテーブルと状態デコーディングテーブル
とを利用して実現する。状態コーディングテーブルと状態デコーディングテーブルとに基
づいて得られたそれぞれのサブバンドの干渉過負荷状態コードをカスケーディングして、
干渉過負荷インジケータのシグナリングとする（ステップＳ５０５およびＳ５１０）。本
実施例は、サブバンドに基づく干渉過負荷の状態マッピングコーディングの実施例とみな
すことができる。本実施例では、唯一のマッピングを採用する。
【０２５６】
　図４に示す干渉過負荷シーンを使用する。該実施例の概略図は、図２４に示すとおりで
ある。サブバンドは、等しい大きさに区分し、隣接する２つの周波数スペクトルリソース
ブロックを１つのストリップとする。まず、表２０を干渉過負荷状態コードの表とし、表
２０の第１列は干渉過負荷レベルシリーズであり、すべての干渉過負荷レベルシリーズは
、１つの干渉過負荷状態コードに唯一に対応する（第２列）。２つの周波数スペクトルリ
ソースブロックの中で、それぞれの周波数スペクトルリソースブロックは３種類の干渉過
負荷レベルが可能であるため、干渉過負荷状態の集合体には共に３２＝９の状態があり、
２進数のシリーズでコーディングを行うと、少なくとも４ビットがあれば（２４≧３２＞
２３）、干渉過負荷レベルシリーズと干渉過負荷状態コードとの間は、１対１のマッピン
グ関係を確保することができる。
【０２５７】

【表２０】

【０２５８】
　表２０は、干渉過負荷状態デコーディングテーブルに対応するが、表２１に示すように
、表２１の第１列は干渉過負荷状態コードであり、それぞれの干渉過負荷状態コードは、
１つの干渉過負荷レベルシリーズに唯一に対応する（第２列）。利用される干渉の状態コ
ードのビット数Ｍが４より小さい場合、表２０は９行あるが、表２１は２Ｍ行あり、デコ
ーディング可能な干渉過負荷レベルシリーズの数は干渉過負荷レベルシリーズの合計より
少ないため、干渉過負荷デコーディングには誤りが生ずることを招く。しかし、Ｍが小さ
いほど、干渉過負荷インジケータのシグナリングサイズも小さい。本例において、Ｍ＝３
と設定される。従って、表２０は９行があり、表２１は８行のみがあることになり、干渉
過負荷状態の「低低」が「低中」に誤ってコーディングされる。しかし、Ｍ＝３であるた
め、干渉過負荷インジケータのシグナリングサイズは、Ｍ＝４である例１９の場合より、
２５％減少させることができる。
【０２５９】
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【表２１】

【０２６０】
　ここで、表２０および表２１に示す干渉過負荷状態コーディングテーブルと干渉過負荷
状態デコーディングテーブルは、干渉過負荷状態デコーディングの応用の一例にすぎず、
実際の応用において、その他の干渉過負荷状態コーディングテーブルと干渉過負荷状態デ
コーディングテーブルを用いることができる。すなわち、コーディングテーブルとデコー
ディングテーブルにおける値が単一の値であることを満たすならば、本発明は実施可能で
ある（ステップＳ５０５）。
【０２６１】
　１～９６番の周波数スペクトルリソースブロックについて、得られた干渉過負荷レベル
シリーズは、「中、低、低、中、高、中、低、低、低、低……」であり、９６個の周波数
スペクトルリソースブロックは、合計４８個のストリップに分けることができる（それぞ
れのサブバンドは、２つの周波数スペクトルリソースブロックを含む）。それぞれのサブ
バンドに対して、表２０により、その干渉過負荷状態コードが得られる。たとえば、サブ
バンド１からサブバンド５の干渉過負荷状態コードは、順次に「０１０」、「０００」、
「１１０」、「０００」、「０００」であり（ステップＳ５０５）、更に、４８個のサブ
バンドの干渉過負荷状態コードをカスケーディングして、１～９６番の周波数スペクトル
リソースブロックの干渉過負荷インジケータのシグナリングとする。そのシグナリングサ
イズは、３×４８＝１４４ビットである（ステップＳ５１０）。
【０２６２】
　該干渉過負荷インジケータを受信した基地局は、受け取った干渉過負荷インジケータの
シグナリング（１４４ビット）により、３ビットを１組としてサブバンドの干渉過負荷状
態コードとし、更に、表１９に基づいて、１～９６番の周波数スペクトルリソースブロッ
クの干渉過負荷レベルが「中、低、低、中、高、中、低、中、低、中……」であることを
確認する。ここで、８および１０番の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷レ
ベルには、相対的に小さい誤りに発生している。すなわち、「低」および「低」のそれぞ
れから、「中」および「中」のそれぞれに誤ってデコーディングされている。これは、干
渉が状態デコーディングテーブルがコーディング可能な干渉過負荷状態のシリーズの数が
、干渉過負荷状態コーディングテーブルの中の干渉過負荷状態のシリーズの数より少ない
ことから生じた誤りである。
【０２６３】
　上記のシグナリングの長所は、シグナリングの構造が簡単で、状態コーディングテーブ
ルと状態デコーディングテーブルの記憶容量が相対的に小さいことであり、欠点は、サブ
バンド内の過剰コードが比較的に多い場合、シグナリングサイズが相対的に大きいことで
ある。
【０２６４】
　ここで、例１～２０および対応する図５～２４は、本発明の干渉過負荷インジケータの
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シグナリングを実現するための一例であり、本発明の干渉過負荷インジケータのシグナリ
ングは、例１～２０および対応する図５～２４の方式のみに限定されない。
【０２６５】
　以上のとおりに生成された干渉過負荷インジケータは、基地局により送信される。
【０２６６】
　本発明において、基地局は、全方向送信（すべての隣接する基地局に送信）または特定
方向送信（特定の隣接する基地局に送信する）の方法により、干渉過負荷インジケータを
隣接する基地局に送信する。
【０２６７】
　ここで、上記干渉過負荷インジケータの送信方法は、本発明の応用を説明するために挙
げた例であり、該送信ステップは、本発明のその他のステップと別に単独で行うことがで
き、その実施方法を変更しても本発明の実施は可能である。
【０２６８】
　なお、好ましいのは、アップリンク周波数分割多重送信用のセル方式通信システムに用
いられる干渉過負荷インジケータ生成装置であって、予め設定された条件に基づいて、ア
ップリンクデータの伝送に用いられる周波数スペクトルリソースブロックのそれぞれにお
ける干渉過負荷レベルを確定する確定ユニットと、上記確定ユニットにより確定された、
周波数スペクトルリソースブロックのそれぞれにおける干渉過負荷レベルに対して、コー
ディングまたは状態コーディングを行い、干渉過負荷レベルに対するコーディングにより
干渉過負荷コードまたは干渉過負荷状態コードを生成するコーディングユニットと、上記
コーディングユニットにより生成された干渉過負荷コードまたは干渉過負荷状態コードに
基づいて、周波数スペクトルリソースブロックのそれぞれにおける干渉過負荷レベルを反
映させた、干渉過負荷インジケータを生成する生成ユニットとを含むことを特徴とする干
渉過負荷インジケータ生成装置を提供することである。
【０２６９】
　好ましいのは、上記干渉過負荷レベルは複数あり、上記確定ユニットは、上記予め設定
した条件に基づいて、上記複数の干渉過負荷レベルのいずれか１つに確定することである
。
【０２７０】
　好ましいのは、上記予め設定された条件は、周波数スペクトルリソースブロックにおけ
る干渉雑音比のしきい値、干渉値のしきい値、サービス品質の満足度のしきい値、負荷状
況、干渉を受ける状況、およびセルの境界のユーザ数の少なくとも１つに基づいて設定さ
れることである。
【０２７１】
　好ましいのは、上記コーディングユニットは、上記確定ユニットが確定した、周波数ス
ペクトルリソースブロックのそれぞれにおける干渉過負荷レベルに対してコーディングを
行って、周波数スペクトルリソースブロックのそれぞれにおける干渉過負荷コードを生成
するものであって、上記生成された干渉過負荷コードのそれぞれは、上記複数の干渉過負
荷レベルのそれぞれと１対１に対応することである。
【０２７２】
　好ましいのは、上記生成ユニットは、周波数スペクトルリソースブロックの順序に従っ
て、相応する干渉過負荷コードを順次にカスケーディングして、上記干渉過負荷インジケ
ータを生成することである。
【０２７３】
　好ましいのは、上記干渉過負荷インジケータ生成装置は、上記アップリンク周波数分割
多重送信用のセル方式通信システムにおける他の干渉過負荷インジケータ生成装置との通
信により上記予め設定される条件を設定し、上記予め設定された条件を、上記アップリン
ク周波数分割多重送信用のセル方式通信システムにおいて利用可能にすることである。
【０２７４】
　好ましいのは、上記コーディングユニットは、最も低い干渉過負荷レベルを除いた干渉
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過負荷レベルを有する周波数スペクトルリソースブロックのそれぞれにおける干渉過負荷
レベルに対してコーディングを行って、高干渉過負荷コードを生成するものであって、上
記生成された高干渉過負荷コードのそれぞれは、上記複数の干渉過負荷レベルの中から最
も低い干渉過負荷レベルを除いた干渉過負荷レベルのそれぞれと１対１に対応することで
ある。
【０２７５】
　好ましいのは、上記セル方式通信システムのシステム帯域幅における干渉過負荷レベル
を取得するシステム平均干渉レベル演算ユニットをさらに含んでおり、上記コーディング
ユニットは、上記システム平均干渉レベル演算ユニットの取得した上記干渉過負荷レベル
に対してコーディングを行って、平均干渉過負荷コードを生成し、かつ、干渉過負荷レベ
ルが上記干渉過負荷レベルより高い周波数スペクトルリソースブロックのそれぞれにおけ
る干渉過負荷レベルに対してコーディングを行って、周波数スペクトルリソースブロック
のそれぞれにおける、干渉過負荷のシステム平均のコードを生成するものであって、上記
生成された、干渉過負荷のシステム平均のコードは、上記複数の干渉過負荷レベルのそれ
ぞれと１対１に対応することである。
【０２７６】
　好ましいのは、差分コーディング／デコーディングテーブルを記憶する記憶ユニットを
さらに含んでおり、上記コーディングユニットは、１つの周波数スペクトルリソースブロ
ックを参照周波数スペクトルリソースブロックとして選択し、上記記憶ユニットに記憶さ
せた差分コーディング／デコーディングテーブルに基づいて、参照周波数スペクトルリソ
ースブロックと隣接する周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷コードに対して
順次に差分コーディングを行って、干渉過負荷差分コードを生成することである。
【０２７７】
　好ましいのは、差分コーディング／デコーディングテーブルを記憶する記憶ユニットを
さらに含んでおり、上記コーディングユニットは、最も低い干渉過負荷レベルを除いた干
渉過負荷レベルを有する周波数スペクトルリソースブロッの１つクを参照周波数スペクト
ルリソースブロックとして選択し、上記記憶ユニットの記憶した差分コーディング／デコ
ーディングテーブルに基づいて、参照周波数スペクトルリソースブロックと隣接する、最
も低い干渉過負荷レベルを除いた干渉過負荷レベルを有する周波数スペクトルリソースブ
ロックの干渉過負荷コードに対して、順次に差分コーディングを行って、高干渉過負荷差
分コードを生成することである。
【０２７８】
　好ましいのは、すべての周波数スペクトルリソースブロックを複数のサブバンドに区分
するサブバンド区分ユニットと、差分コーディング／デコーディングテーブルを記憶する
記憶ユニットとを含んでおり、上記コーディングユニットは、上記サブバンド区分ユニッ
トが区分したすべてのサブバンドの中で、１つの周波数スペクトルリソースブロックを参
照周波数スペクトルリソースブロックとして選択し、上記記憶ユニットに記憶させた差分
コーディング／デコーディングテーブルに基づいて、参照周波数スペクトルリソースブロ
ックと隣接する周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷コードに対して、順次に
差分コーディングを行って、干渉過負荷のサブバンドの差分コードを生成することである
。
【０２７９】
　好ましいのは、上記セル方式通信システムのシステム帯域幅における干渉過負荷レベル
を取得するシステム平均干渉レベル演算ユニットと、差分コーディング／デコーディング
テーブルを記憶する記憶ユニットとをさらに含んでおり、上記コーディングユニットは、
上記システム平均干渉レベル演算ユニットが取得した上記干渉過負荷レベルに対してコー
ディングを行って、平均干渉過負荷コードを生成し、上記平均干渉過負荷コードと上記記
憶ユニットに記憶させた差分コーディング／デコーディングテーブルとに基づいて、周波
数スペクトルリソースブロックのそれぞれの干渉過負荷コードに対して、順次に差分コー
ディングを行って、干渉過負荷のシステム平均の差分コードを生成することである。
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【０２８０】
　好ましいのは最も低い干渉過負荷レベルを除いた干渉過負荷レベルを有する周波数スペ
クトルリソースブロックを表す周波数スペクトルリソースブロックのインデックスナンバ
ーを生成するインデックスナンバー生成ユニットをさらに含んでおり、上記生成ユニット
は、周波数スペクトルリソースブロックのインデックスナンバーと、相応する干渉過負荷
コードまたは高干渉過負荷コードとをカスケーディングして、高干渉過負荷リソースブロ
ックの干渉過負荷コードを生成し、上記生成した高干渉過負荷リソースのブロック干渉過
負荷コードをカスケーディングして、上記干渉過負荷インジケータを生成することである
。
【０２８１】
　好ましいのは、周波数スペクトルリソースブロックのそれぞれを表すビットマップを生
成するビットマップ生成ユニットをさらに含んでおり、上記ビットマップ生成ユニットは
、上記ビットマップにおいて、最も低い干渉過負荷レベルを有する周波数スペクトルリソ
ースブロックと、最も低い干渉過負荷レベルを除いた干渉過負荷レベルを有する周波数ス
ペクトルリソースブロックとを、異なるビット値を割り当てることによって区分し、上記
生成ユニットは、周波数スペクトルリソースブロックの順序に従って、順次に、上記ビッ
トマップと、最も低い干渉過負荷レベルを除いた干渉過負荷レベルを有する周波数スペク
トルリソースブロックの干渉過負荷コードまたは高干渉過負荷コードをカスケーディング
して、上記干渉過負荷インジケータを生成することである。
【０２８２】
　好ましいのは、上記干渉過負荷レベルより高い干渉過負荷レベルを有する周波数スペク
トルリソースブロックを表す周波数スペクトルリソースブロックのインデックスナンバー
を生成するインデックスナンバー生成ユニットをさらに含んでおり、上記生成ユニットは
、周波数スペクトルリソースブロックのインデックスナンバーと相応する、干渉過負荷の
システム平均のコードとをカスケーディングして、高干渉過負荷リソースブロックの干渉
過負荷コードを生成し、上記平均干渉過負荷コードと、上記生成した高干渉過負荷リソー
スブロックの干渉過負荷コードのそれぞれをカスケーディングして、上記干渉過負荷イン
ジケータを生成することである。
【０２８３】
　好ましいのは、周波数スペクトルリソースブロックのそれぞれを表すビットマップを生
成するビットマップ生成ユニットをさらに含んでおり、上記ビットマップ生成ユニットは
、上記ビットマップにおいて、上記干渉過負荷レベルより高い干渉過負荷レベルを有する
周波数スペクトルリソースブロックと、その他の干渉過負荷レベルを有する周波数スペク
トルリソースブロックとを、異なるビット値を割り当てることによって区分し、上記生成
ユニットは、周波数スペクトルリソースブロックの順序に従って、順次に、上記平均干渉
過負荷コード、上記ビットマップ、および上記干渉過負荷レベルより高い干渉過負荷レベ
ルを有する周波数スペクトルリソースブロックのそれぞれの、干渉過負荷のシステム平均
のコードをカスケーディングして、上記干渉過負荷インジケータを生成することである。
【０２８４】
　好ましいのは、上記生成ユニットは、周波数スペクトルリソースブロックの順序に従っ
て、順次に、上記参照周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷コードと、その他
の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷差分コードとをカスケーディングして
、上記干渉過負荷インジケータを生成することである。
【０２８５】
　好ましいのは、周波数スペクトルリソースブロックのそれぞれを表すビットマップを生
成するビットマップ生成ユニットをさらに含んでおり、上記ビットマップ生成ユニットは
、上記ビットマップにおいて、最も低い干渉過負荷レベルを除いた干渉過負荷レベルを有
する周波数スペクトルリソースブロックと最も低い干渉過負荷レベルを有する周波数スペ
クトルリソースブロックとを、異なるビット値を割り当てることによって区分し、上記生
成ユニットは、周波数スペクトルリソースブロックの順序に従って、順次に、上記ビット
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マップ、上記参照周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷コード、およびその他
の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷差分コードまたは高干渉過負荷差分コ
ードをカスケーディングして、上記干渉過負荷インジケータを生成することである。
【０２８６】
　好ましいのは、上記生成ユニットは、上記サブバンドのそれぞれに対して、順次に該サ
ブバンド内の参照周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷コードと、その他の周
波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷のサブバンドの差分コードとをカスケーデ
ィングして、サブバンドの干渉過負荷インジケータを生成し、かつ、サブバンドの順序に
従って、順次に、上記サブバンドの干渉過負荷インジケータをカスケーディングして、上
記干渉過負荷インジケータを生成することである。
【０２８７】
　好ましいのは、上記生成ユニットは、周波数スペクトルリソースブロックの順序に従っ
て、順次に、上記平均干渉過負荷コードと周波数スペクトルリソースブロックのそれぞれ
の、干渉過負荷のシステム平均の差分コードとをカスケーディングして、上記干渉過負荷
インジケータを生成することである。
【０２８８】
　好ましいのは、状態コーディング／デコーディングテーブルを記憶する記憶ユニットを
さらに含んでおり、上記コーディングユニットは、上記確定された周波数スペクトルリソ
ースブロックのそれぞれにおける干渉過負荷レベルを、周波数スペクトルリソースブロッ
クの順に連続させた、干渉過負荷レベルシリーズを生成し、上記記憶ユニットに記憶され
た状態コーディング／デコーディングテーブルに基づいて、上記干渉過負荷レベルシリー
ズに対して状態マッピングコーディングを行って、上記干渉過負荷状態コードを生成し、
かつ、上記生成ユニットは、上記干渉過負荷状態コードを、上記干渉過負荷インジケータ
として処理することである。
【０２８９】
　好ましいのは、すべての周波数スペクトルリソースブロックを複数のサブバンドに区分
するサブバンド区分ユニットと、状態コーディング／デコーディングテーブルを記憶する
記憶ユニットとをさらに含んでおり、上記コーディングユニットは、上記サブバンド区分
ユニットが区分したサブバンドのそれぞれにおいて、上記確定されたそれぞれの周波数ス
ペクトルリソースブロックのそれぞれにおける干渉過負荷レベルを、周波数スペクトルリ
ソースブロックの順に連続させた、干渉過負荷レベルのサブシリーズを生成し、上記記憶
ユニットに記憶させた状態コーディング／デコーディングテーブルに基づいて、上記生成
した干渉過負荷レベルのサブシリーズに対して状態マッピングコーディングを行って、上
記干渉過負荷状態コードを生成し、かつ、上記生成ユニットは、上記サブバンドの順序に
従って、順次に、上記干渉過負荷状態コードをカスケーディングして、上記干渉過負荷イ
ンジケータを生成することである。
【０２９０】
　好ましいのは、上記干渉過負荷状態コードと、上記コーディングユニットが生成する干
渉過負荷レベルシリーズまたは干渉過負荷レベルのサブシリーズとの間には１対１のマッ
ピング関係があることである。
【０２９１】
　好ましいのは、上記コーディングユニットが生成する干渉過負荷レベルシリーズまたは
干渉過負荷レベルのサブシリーズと、上記干渉過負荷状態コードとの間には、唯一のマッ
ピング関係があることである。
【０２９２】
　好ましいのは、アップリンク周波数分割多重送信用のセル方式通信システムに用いられ
る干渉過負荷インジケータ生成方法であって、予め設定された条件に基づいて、アップリ
ンクデータの伝送に用いられる周波数スペクトルリソースブロックのそれぞれにおける干
渉過負荷レベルを確定する確定ステップと、上記確定された周波数スペクトルリソースブ
ロックのそれぞれにおける干渉過負荷レベルに対して、コーディングまたは状態コーディ
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ングを行い、干渉過負荷コードまたは干渉過負荷状態コードを生成するコーディングステ
ップと、上記生成された干渉過負荷コードまたは干渉過負荷状態コードに基づいて、周波
数スペクトルリソースブロックのそれぞれにおける干渉過負荷レベルを反映させた、干渉
過負荷インジケータを生成する生成ステップとを含むことを特徴とする干渉過負荷インジ
ケータ生成方法を提供することである。
【０２９３】
　好ましいのは、上記干渉過負荷レベルが複数あり、上記確定ステップにて、上記予め設
定された条件に基づいて、上記複数の干渉過負荷レベルのうちのいずれか１つに確定する
ことである。
【０２９４】
　好ましいのは、上記確定ステップにおいて、上記予め設定された条件は、周波数スペク
トルリソースブロックにおける干渉雑音比のしきい値、干渉値のしきい値、サービス品質
の満足度のしきい値、負荷状況、干渉を受ける状況、およびセルの境界のユーザ数の少な
くとも１つに基づいて設定されることである。
【０２９５】
　好ましいのは、上記コーディングステップにおいて、上記確定された周波数スペクトル
リソースブロックのそれぞれにおける干渉過負荷レベルに対してコーディングを行って、
周波数スペクトルリソースブロックのそれぞれにおける干渉過負荷コードを生成し、上記
干渉過負荷コードは、上記複数の干渉過負荷レベルのそれぞれと１対１に対応することで
ある。
【０２９６】
　好ましいのは、上記生成ステップにおいて、周波数スペクトルリソースブロックの順序
に従って、相応する干渉過負荷コードを順次にカスケーディングして、上記干渉過負荷イ
ンジケータを生成することである。
【０２９７】
　好ましいのは、上記予め設定された条件は、上記アップリンク周波数分割多重送信用の
セル方式通信システムにおいて利用されることである。
【０２９８】
　好ましいのは、上記コーディングステップにおいて、最も低い干渉過負荷レベルを除い
た干渉過負荷レベルを有する周波数スペクトルリソースブロックのそれぞれにおける干渉
過負荷レベルに対してコーディングを行って、高干渉過負荷コードを生成し、上記生成さ
れた高干渉過負荷コードのそれぞれは、上記複数の干渉過負荷レベルの中から最も低い干
渉過負荷レベルを除いた干渉過負荷レベルのそれぞれと１対１に対応することである。
【０２９９】
　好ましいのは、上記コーディングステップにおいて、上記セル方式通信システムのシス
テム帯域幅における干渉過負荷レベルを取得し、それに対してコーディングを行って、平
均干渉過負荷コードを生成し、干渉過負荷レベルが上記干渉過負荷レベルより高い周波数
スペクトルリソースブロックのそれぞれにおける干渉過負荷レベルに対してコーディング
を行って、周波数スペクトルリソースブロックのそれぞれにおける、干渉過負荷のシステ
ム平均のコードを生成し、上記生成された、干渉過負荷のシステム平均のコードのそれぞ
れは、上記複数の干渉過負荷レベルのそれぞれと１対１に対応することである。
【０３００】
　好ましいのは、上記コーディングステップにおいて、さらに、１つの周波数スペクトル
リソースブロックを参照周波数スペクトルリソースブロックとして選択し、差分コーディ
ング／デコーディングテーブルに基づいて、参照周波数スペクトルリソースブロックと隣
接する周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷コードに対して、順次に差分コー
ディングを行って、干渉過負荷差分コードを生成することである。
【０３０１】
　好ましいのは、上記コーディングステップにおいて、さらに、最も低い干渉過負荷レベ
ルを除いた干渉過負荷レベルを有する周波数スペクトルリソースブロックの１つを参照周
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波数スペクトルリソースブロックとして選択し、差分コーディング／デコーディングテー
ブルに基づいて、参照周波数スペクトルリソースブロックと隣接する、最も低い干渉過負
荷レベルを除いた干渉過負荷レベルを有する周波数スペクトルリソースブロックの干渉過
負荷コードに対して、順次に差分コーディングを行って、高干渉過負荷差分コードを生成
することである。
【０３０２】
　好ましいのは、上記コーディングステップにおいて、さらに、すべての周波数スペクト
ルリソースブロックを複数のサブバンドに区分し、サブバンドのそれぞれにおいて、１つ
の周波数スペクトルリソースブロックを参照周波数スペクトルリソースブロックとして選
択し、差分コーディング／デコーディングテーブルに基づいて、参照周波数スペクトルリ
ソースブロックと隣接する周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷コードに対し
て、順次に差分コーディングを行って、干渉過負荷のサブバンドの差分コードを生成する
ことである。
【０３０３】
　好ましいのは、上記コーディングステップにおいて、さらに、上記セル方式通信システ
ムのシステム帯域幅における干渉過負荷レベルを取得し、取得した上記干渉過負荷レベル
に対してコーディングを行って、平均干渉過負荷コードを生成し、上記平均干渉過負荷コ
ードと差分コーディング／デコーディングテーブルとに基づいて、周波数スペクトルリソ
ースブロックのそれぞれの干渉過負荷コードに対して、順次に差分コーディングを行って
、干渉過負荷のシステム平均の差分コードを生成することである。
【０３０４】
　好ましいのは、上記生成ステップにおいて、最も低い干渉過負荷レベルを除いた干渉過
負荷レベルを有する周波数スペクトルリソースブロックを、周波数スペクトルリソースブ
ロックのインデックスナンバーで表し、周波数スペクトルリソースブロックのインデック
スナンバーと、相応する干渉過負荷コードまたは高干渉過負荷コードとをカスケーディン
グして、高干渉過負荷リソースのブロック干渉過負荷コードを生成し、上記生成した高干
渉過負荷リソースのブロック干渉過負荷コードをカスケーディングして、上記干渉過負荷
インジケータを生成することである。
【０３０５】
　好ましいのは、上記生成ステップにおいて、ビットマップによりそれぞれの周波数スペ
クトルリソースブロックを表し、上記ビットマップにおいて、最も低い干渉過負荷レベル
を有する周波数スペクトルリソースブロックと、最も低い干渉過負荷レベルを除いた干渉
過負荷レベルを有する周波数スペクトルリソースブロックとを、異なるビット値を割り当
てることによって区分し、周波数スペクトルリソースブロックの順序に従って、順次に、
上記ビットマップと、最も低い干渉過負荷レベルを除いた干渉過負荷レベルを有する周波
数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷コードまたは高干渉過負荷コードをカスケー
ディングして、上記干渉過負荷インジケータを生成することである。
【０３０６】
　好ましいのは、上記生成ステップにおいて、上記生成ステップにおいて、上記干渉過負
荷レベルより高い干渉過負荷レベルを有する周波数スペクトルリソースブロックを周波数
スペクトルリソースブロックのインデックスナンバーで表し、周波数スペクトルリソース
ブロックのインデックスナンバーと相応する、干渉過負荷のシステム平均のコードとをカ
スケーディングして、高干渉過負荷リソースブロックの干渉過負荷コードを生成し、上記
平均干渉過負荷コードと、上記生成した高干渉過負荷リソースブロックの干渉過負荷コー
ドのそれぞれをカスケーディングして、上記干渉過負荷インジケータを生成することであ
る。
【０３０７】
　好ましいのは、上記生成ステップにおいて、周波数スペクトルリソースブロックのそれ
ぞれをビットマップで表し、上記ビットマップにおいて、上記干渉過負荷レベルより高い
干渉過負荷レベルを有する周波数スペクトルリソースブロックと、その他の干渉過負荷レ
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ベルを有する周波数スペクトルリソースブロックとを、異なるビット値を割り当てること
によって区分し、周波数スペクトルリソースブロックの順序に従って、順次に、上記平均
干渉過負荷コードと、上記ビットマップと、上記干渉過負荷レベルより高い干渉過負荷レ
ベルを有する周波数スペクトルリソースブロックのそれぞれの、干渉過負荷のシステム平
均のコードとをカスケーディングして、上記干渉過負荷インジケータを生成することであ
る。
【０３０８】
　好ましいのは、上記生成ステップにおいて、周波数スペクトルリソースブロックの順序
に従って、順次に、上記参照周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷コードと、
その他の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷差分コードとをカスケーディン
グして、上記干渉過負荷インジケータを生成することである。
【０３０９】
　好ましいのは、上記生成ステップにおいて、周波数スペクトルリソースブロックのそれ
ぞれをビットマップで表し、上記ビットマップにおいて、最も低い干渉過負荷レベルを除
いた干渉過負荷レベルを有する周波数スペクトルリソースブロックと、最も低い干渉過負
荷レベルを有する周波数スペクトルリソースブロックとを、異なるビット値を割り当てる
ことによって区分し、周波数スペクトルリソースブロックの順序に従って、順次に、上記
ビットマップと、上記参照周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷コードと、そ
の他の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷差分コードまたは高干渉過負荷差
分コードをカスケーディングして、上記干渉過負荷インジケータを生成することである。
【０３１０】
　好ましいのは、上記生成ステップにおいて、上記サブバンドのそれぞれに対して、順次
に該サブバンド内の参照周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷コードと、その
他の周波数スペクトルリソースブロックの干渉過負荷のサブバンドの差分コードとをカス
ケーディングして、サブバンドの干渉過負荷インジケータを生成し、かつ、サブバンドの
順序に従って、順次に、上記サブバンドの干渉過負荷インジケータをカスケーディングし
て、上記干渉過負荷インジケータを生成することである。
【０３１１】
　好ましいのは、上記生成ステップにおいて、周波数スペクトルリソースブロックの順序
に従って、順次に、上記平均干渉過負荷コードと、周波数スペクトルリソースブロックの
それぞれの、干渉過負荷のシステム平均の差分コードとをカスケーディングして、上記干
渉過負荷インジケータを生成することである。
【０３１２】
　好ましいのは、上記コーディングステップにおいて、上記確定された周波数スペクトル
リソースブロックのそれぞれにおける干渉過負荷レベルを、周波数スペクトルリソースブ
ロックの順に連続させた、干渉過負荷レベルシリーズを生成し、状態コーディング／デコ
ーディングテーブルに基づいて、上記干渉過負荷レベルシリーズに対して状態マッピング
コーディングを行って、上記干渉過負荷状態コードを生成し、かつ、上記生成ステップに
おいて、上記干渉過負荷状態コードを、上記干渉過負荷インジケータとして処理すること
である。
【０３１３】
　好ましいのは、上記コーディングステップにおいて、すべての周波数スペクトルリソー
スブロックを複数のサブバンドに区分し、上記区分したサブバンドのそれぞれにおいて、
上記確定された周波数スペクトルリソースブロックのそれぞれにおける干渉過負荷レベル
を、周波数スペクトルリソースブロックの順に連続させた、干渉過負荷レベルのサブシリ
ーズを生成し、状態コーディング／デコーディングテーブルに基づいて、上記生成した干
渉過負荷レベルのサブシリーズに対して状態マッピングコーディングを行って、上記干渉
過負荷状態コードを生成し、かつ、上記生成ステップにおいて、サブバンドの順序に従っ
て、順次に、上記干渉過負荷状態コードをカスケーディングして、上記干渉過負荷インジ
ケータを生成することである。
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【０３１４】
　好ましいのは、上記干渉過負荷状態コードと、上記コーディングステップにて生成され
る干渉過負荷レベルシリーズまたは干渉過負荷レベルのサブシリーズとの間には、１対１
のマッピング関係があることである。
【０３１５】
　好ましいのは、上記コーディングステップにて生成される干渉過負荷レベルシリーズま
たは干渉過負荷レベルのサブシリーズと、上記干渉過負荷状態コードとの間には、唯一の
マッピング関係があることである。
【０３１６】
　本発明の第３方案によると、アップリンク周波数分割多重送信用のセル方式通信システ
ムに用いられる干渉過負荷インジケータ生成制御装置であって、システム干渉関連パラメ
ータを検出する検出ユニットと、上記システム干渉関連パラメータの検出値と予め設定さ
れたしきい値とを比較する比較ユニットと、上記比較ユニットの比較結果に基づいて、本
発明の第１方案の干渉過負荷インジケータ生成装置を制御して動作させるトリガユニット
とを含むことを特徴とする干渉過負荷インジケータ生成制御装置を提供する。
【０３１７】
　好ましいのは、上記システム干渉関連パラメータは、上記セル方式通信システムのシス
テム帯域幅における干渉のレベル、および、上記セル方式通信システムのシステムリソー
スの負荷率の少なくともいずれかであるか、または、上記システム干渉関連パラメータは
、一部の上記システム帯域幅における干渉のレベル、および、一部の上記システムリソー
スの負荷率の少なくともいずれかであることである。
【０３１８】
　好ましいのは、上記システム帯域幅における干渉のレベルは、上記システム帯域幅にお
ける干渉の出力密度、上記システム帯域幅における干渉雑音比、上記システム帯域幅にお
ける干渉の出力密度の平均値、および上記システム帯域幅における平均干渉雑音比の少な
くとも１つを含むか、または、一部の上記システム帯域幅における干渉のレベルは、一部
の上記システム帯域幅における干渉の出力密度、一部の上記システム帯域幅における干渉
雑音比、一部の上記システム帯域幅における干渉の出力密度の平均値、および一部の上記
システム帯域幅における平均干渉雑音比の少なくとも１つを含むことである。
【０３１９】
　好ましいのは、上記システムリソースの負荷率は、データ伝送チャネルリソースの占有
率、およびコントロールシグナリングチャネルリソースの占有率の少なくとも１つを含む
か、または、一部の上記システムリソースの負荷率は、一部のデータ伝送チャネルリソー
スの占有率、および一部のコントロールシグナリングチャネルリソースの占有率の少なく
とも１つを含むことである。
【０３２０】
　好ましいのは、上記システム帯域幅における干渉のレベル、および、上記システムリソ
ースの負荷率の少なくともいずれかが、予め設定されたしきい値より大きい場合、上記ト
リガユニットは、本発明の第１方案の干渉過負荷インジケータ生成装置を制御して動作さ
せるか、または、一部の上記システム帯域幅における干渉のレベル、および、一部の上記
システムリソースの負荷率の少なくともいずれかが、予め設定されたしきい値より大きい
場合、上記トリガユニットは、本発明の第１方案の干渉過負荷インジケータ生成装置を制
御して動作させることである。
【０３２１】
　好ましいのは、システムタイムに対して計時を行い、かつ、干渉過負荷インジケータの
送信タイミングを記憶するタイマーをさらに含んでおり、上記システム干渉関連パラメー
タはシステムタイムであり、上記予め設定されたしきい値は干渉過負荷インジケータの送
信タイミングであり、システムタイムが干渉過負荷インジケータの送信タイミングに達し
たとき、上記トリガユニットは、本発明の第１方案の干渉過負荷インジケータ生成装置を
制御して動作させることである。
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【０３２２】
　本発明の第４方案によると、アップリンク周波数分割多重送信用のセル方式通信システ
ムに用いられる干渉過負荷インジケータ生成制御方法であって、システム干渉関連パラメ
ータを検出する検出ステップと、上記システム干渉関連パラメータの検出値と予め設定さ
れたしきい値とを比較する比較ステップと、および上記比較ステップの比較結果に基づい
て、本発明の第２方案の干渉過負荷インジケータ生成方法を実行させるトリガステップを
含むことを特徴とする干渉過負荷インジケータ生成制御方法を提供する。
【０３２３】
　好ましいのは、上記システム干渉関連パラメータは、上記セル方式通信システムのシス
テム帯域幅における干渉のレベル、および、上記セル方式通信システムのシステムリソー
スの負荷率の少なくともいずれかであるか、または、上記システム干渉関連パラメータは
、一部の上記システム帯域幅における干渉のレベル、および、一部の上記システムリソー
スの負荷率の少なくともいずれかであることである。
【０３２４】
　好ましいのは、上記システム帯域幅における干渉のレベルは、上記システム帯域幅にお
ける干渉の出力密度、上記システム帯域幅における干渉雑音比、上記システム帯域幅にお
ける干渉の出力密度の平均値、および上記システム帯域幅における平均干渉雑音比の少な
くとも１つを含むか、または、一部の上記システム帯域幅における干渉のレベルは、一部
の上記システム帯域幅における干渉の出力密度、一部の上記システム帯域幅における干渉
雑音比、一部の上記システム帯域幅における干渉の出力密度の平均値、および一部の上記
システム帯域幅における平均干渉雑音比の少なくとも１つを含むことである。
【０３２５】
　好ましいのは、上記システムリソースの負荷率は、データ伝送チャネルリソースの占有
率、およびコントロールシグナリングチャネルリソースの占有率の少なくとも１つを含む
か、または、一部の上記システムリソースの負荷率は、一部のデータ伝送チャネルリソー
スの占有率、および一部のコントロールシグナリングチャネルリソースの占有率の少なく
とも１つを含むことである。
【０３２６】
　好ましいのは、上記トリガステップにおいて、上記システム帯域幅における干渉のレベ
ル、および、上記システムリソースの負荷率の少なくともいずれかが、予め設定されたし
きい値より大きい場合、本発明の第２方案の干渉過負荷インジケータ生成方法に含まれる
確定ステップを実行させるか、または、一部の上記システム帯域幅における干渉のレベル
、および、一部の上記システムリソースの負荷率の少なくともいずれかが、予め設定され
たしきい値より大きい場合、本発明の第２方案の干渉過負荷インジケータ生成方法に含ま
れる確定ステップを実行させることである。
【０３２７】
　好ましいのは、上記システム干渉関連パラメータはシステムタイムであり、上記予め設
定されたしきい値は干渉過負荷インジケータの送信タイミングであり、上記トリガステッ
プにおいて、システムタイムが干渉過負荷インジケータの送信タイミングに達したとき、
上記トリガステップは、本発明の第２方案の干渉過負荷インジケータ生成方法に含まれる
確定ステップを実行させることである。
【０３２８】
　本発明の第５方案によると、アップリンク周波数分割多重送信用のセル方式通信システ
ムに用いられる基地局であって、干渉過負荷インジケータ生成装置を制御して動作させる
か否かを判断する本発明の第３方案の干渉過負荷インジケータ生成制御装置と、上記干渉
過負荷インジケータ生成制御装置からの制御によって、干渉過負荷インジケータを生成す
る本発明の第１方案の干渉過負荷インジケータ生成装置と、自局以外の基地局およびユー
ザ機器の少なくともいずれかと相互通信を行い、上記干渉過負荷インジケータ生成制御装
置および上記干渉過負荷インジケータ生成装置に対して通信データの送信および受信の少
なくともいずれかを行い、かつ、上記干渉過負荷インジケータ生成装置が生成した干渉過
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【０３２９】
　本発明の第６方案によると、アップリンク周波数分割多重送信用のセル方式通信システ
ムに用いられる干渉過負荷インジケート方法であって、本発明の第４方案の干渉過負荷イ
ンジケータ生成制御方法に基づいて、干渉過負荷インジケータ生成処理を起動させるか否
かを確定し、干渉過負荷インジケータ生成処理を起動させることを確定した場合、本発明
の第２方案の干渉過負荷インジケータ生成方法に基づいて、干渉過負荷インジケータを生
成し、かつ、上記生成された干渉過負荷インジケータを送信することを含むことを特徴と
する干渉過負荷インジケート方法を提供する。
【０３３０】
　以上のように、好ましい実施例に基づいて本発明を説明した。本分野の当業者は、本発
明の趣旨と範囲を逸しない限り、その他の各種の変更、取替えおよび追加を行うことがで
きる。そのため、本発明の範囲は、上記の特定の実施例に限定されることではなく、添付
された特許請求の範囲により限定すべきである。
【産業上の利用可能性】
【０３３１】
　本発明は、通信技術分野における干渉過負荷インジケータの生成に関する装置、特に、
周波数分割多重送信のセル方式通信システムに用いられる、干渉過負荷インジケータを生
成する装置、および該装置の制御装置に好適に利用できる。
【符号の説明】
【０３３２】
　　２００、２０２、２０４　基地局
　１０００　干渉過負荷インジケータ生成制御サブシステム（干渉過負荷インジケータ生
成制御装置）
　１０１０　検出ユニット
　１０２０　比較ユニット
　１０３０　トリガユニット
　１０４０　タイマー
　２０００　干渉過負荷インジケータ生成サブシステム（干渉過負荷インジケータ生成装
置）
　２０１０　干渉過負荷レベル確定ユニット（確定ユニット）
　２０２０　コーディングユニット（第１の生成ユニット）
　２０３０　干渉過負荷インジケータ生成ユニット（第２の生成ユニット）
　２０１２　システム平均干渉レベル演算ユニット
　２０２２　サブバンド区分ユニット
　２０２５　記憶装置（記憶ユニット）
　２０３２　インデックスナンバー生成ユニット
　２０３４　ビットマップ生成ユニット
　３０００　受送信サブシステム（受送信装置）
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